
  

平成 27 年度技術士第二次試験 

筆記試験問題・合格答案実例集 

［上下水道部門］ 

APEC-semi ＆ SUKIYAKI 塾 



 

 

 

 

問題文と正答 

臨時掲示板ログ 
（必須科目） 

























上下水道部門択一問題 正解を語る掲示板 

 [20] 01 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 22:19 [ 返信 ] 

1-1 国連ミレニアム開発目標のうち，飲料水と衛生施設に関する目標に関する次の記述の， ［ ］に入る語句の組合せとして最も適切

なものはどれか。 

2015年までに安全な飲料水を継続的に利用できない人口割合を，基準年（1990年）の割合に対して［ ア ］する。この目標は， 2012年

時点において［ イ ］となっている。 

2015年までに基礎的な衛生施設を継続的に利用できない人口割合を，基準年（1990年）の割合に対して［ ウ ］する。この目標は， 

2012年時点において［ エ ］となっている。 

 

① ア：半減 イ：達成 ウ：半減 エ：達成 

② ア：10%以上削減 イ：達成 ウ：10%以上削減 エ：未達成 

③ ア：半減 イ：未達成 ウ：半減 エ：達成 

④ ア：10%以上削減 イ：未達成 ウ：10%以上削減 エ：未達成 

⑤ ア：半減 イ：達成 ウ：半減 エ：未達成 
 

 

[36] RE:01 Name：ABC Date：2015/07/22(水) 05:05

5
 

 
 

[53] RE:01 Name：電球 Date：2015/07/22(水) 20:26 

不勉強でしたのでググってみました。 

 

安全な飲用水は半減を達成、基礎的な衛生施設は半減を未達成です。⑤

 

http://www.unic.or.jp/files/MDG_Report_2013_JP.pdf 
 

 
 

 

 

 

[19] 02 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 22:17 [ 返信 ] 

1-2 平成26年7月1日に施行された水循環基本法に関する次の記述のうち，最も不適切なものはどれか。  

 

①国民の聞に広く健全な水循環の重要性についての理解と関心を深めるようにするため水の日を設ける。  

②「健全な水循環」とは，人の活動及び環境保全に果たす水の機能が適切に保たれた状態での水循環をいう。  

③「水循環」とは，水が，蒸発，降下又は流下により，海域等に至る過程で，地表水として河川の流域を中心に循環することをいう。  

④水循環に関する施策を総合的かっ一体的に推進し，もって健全な水循環を維持し，又は回復させ，我が国の経済社会の健全な発

展及び国民生活の安定向上に寄与することを目的とする。  

⑤政府は，水循環に関する情勢の変化を勘案し，及び水循環に関する施策の効果に関する評価を踏まえ，おおむね5年ごとに，水

循環基本計画の見直しを行い，必要な変更を加えるものとする。 
 

 

[37] RE:02 Name：ABC Date：2015/07/22(水) 05:06

3
 

 
 

[52] RE:02 Name：電球 Date：2015/07/22(水) 20:08

地表水と地下水がセットで水循環なので ③
 

 
 

 

 

 



[18] 03 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 22:16 [ 返信 ] 

1-3 我が国における水資源の状況に関する次の記述のうち，最も不適切なものはどれか。なお，水使用量は取水量ベースでの値とす

る。  

 

①年降水量の経年変化を見ると1970年代以降は年ごとの変動が大きくなっている。  

②近年の我が国の一人当たり水資源賦存量は，世界平均よりも小さい。  

③平成23年における全国の水使用量を用途別に見ると，都市用水(生活用水と工業用水)が約3分の2，農業用水が約3分の1を

占めている。  

④平成23年における都市用水及び農業用水における地下水使用量は，都市用水及び農業用水の全使用量の約11%を占めている。

⑤平成24年度末において雨水を利用している公共施設や事務所ビソレ等の雨水利用量は，全国の水使用量の約0.01%に相当する。
 

 

[27] RE:03 Name：長崎お好み焼き Date：2015/07/21(火) 23:54

H25過去問題です 

③が不適当です。 

都市用水３分の１、農業用水３分の２です。
 

 
 

 

 

[17] 04 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 22:15 [ 返信 ] 

1-4 水質汚濁に係る環境基準に関する次の記述のうち，最も不適切なものはどれか。  

 

①水質汚濁に係る環境基準は，環境基本法による公共用水域の水質汚濁に係る環境上の条件につき，人の健康を保護し及び生活

環境を保全するうえで維持することが望ましい基準として定められている。  

②人の健康の保護に関する環境基準は3全国の全ての公共用水域に適用されるが，ふっ素及びほう素については，海域における

濃度が自然状態で環境基準値を上回っていることから，海域には適用しない。  

③生活環境の保全に関する環境基準(河川(湖沼を除く。))では，利用目的の適応性からAAからEまでの6類型が定められている。 

④生活環境の保全に関する環境基準(湖沼)では，水素イオン濃度(pH)，生物化学的酸素要求量(BOD)浮遊物質量(SS)溶存酸素量(DO)

大腸菌群数が定められている。  

⑤生活環境の保全に関する環境基準には，水生生物の保全に係る水質環境基準が定められている。 
 

 

[24] RE:04 Name：スカンダ Date：2015/07/21(火) 23:24

④生活環境の保全に関する環境基準(湖沼)では，

BODではなくCODです。 
 

 
 

 

 

[16] 05 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 22:14 [ 返信 ] 

1-5 湖沼における水温躍層に関する次の記述のうち，最も不適切なものはどれか。

 

① 水温の鉛直分布の変化が著しい層を水温躍層という。  

② 水温躍層は，水面が太陽光によって温められることにより形成される。  

③ 水温躍層の位置や範囲は季節によって変わる。  

④ 一般に水温の鉛直傾度は平均10mにつき2℃程度である。  

⑤ 水温躍層より上の層と下の層とで水質及び生物相が異なる。  
 

 

[22] RE:05 Name：スカンダ Date：2015/07/21(火) 23:14 

④ 

一般に水温の鉛直傾度は平均1mにつき2℃程度である。

 

10ｍ→1ｍ 
 

 



[29] RE:05 Name：長崎お好み焼き Date：2015/07/22(水) 00:13

H17過去問題 

④が不適当 

１ｍにつき２℃程度である。
 

 
 

 

 

[15] 06 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 22:13 [ 返信 ] 

1-6 水環境中のアンモニア性(態)窒素に関する次の記述のうち，最も不適切なものはとれか。  

 

①全国的に見ると，河川水中のアンモニア性(態)窒素濃度は，下水道の普及等により低下傾向にある。  

②水道水源中のアンモニア性(態)窒素濃度が上昇すると，浄水処理において塩素注入量を増やす必要がある。 

③下水処理において下水中のアンモニア性(態)窒素は，硝化反応によって硝酸性(態)窒素となり，脱窒反応により窒素ガスとなって大

気中に放出される。  

④湖沼の富栄養化を防止するため，湖沼にはアンモニア性(態)窒素及び硝酸性(態)窒素の水質汚濁に係る環境基準が設けられてい

る。  

⑤アンモニア性(態)窒素は，現在，水道水質基準に規定されていない。 
 

 

[28] RE:06 Name：長崎お好み焼き Date：2015/07/22(水) 00:07

H18過去問題です 

④が不適当です。 

アンモニア性窒素は、主としてし尿や家庭から 

の下水からの有機物の分解や工場水に起因する

もの。これは水質汚染の指標になる。 

湖沼に対する環境基準は設けられていない。 
 

 
 

[49] RE:06 Name：つーさん Date：2015/07/22(水) 12:16 

５ が最も不適当だと、私は思います。 

設問どおり「アンモニア態窒素は，現在，水道水質基準に規定されていない。」のです。 

 

アンモニア態窒素は昭和53年（その当時は「アンモニア性窒素」と呼ばれていました。）まで水道水質基準にありました。
 

 
 

[50] RE:06 Name：長崎お好み焼き Date：2015/07/22(水) 12:32

つーさんへ 

 

⑤は適切な文言であり、問いかけは 

不適切なものとなっていますので、 

該当しないのでは？ 

 

正答は④と思いますが。いかがですか？
 

 
 

[51] RE:06 Name：つーさん Date：2015/07/22(水) 12:43

失礼しました。

４ ですね。 
 

 
 

 

 

 



[14] 07 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 22:11 [ 返信 ] 

1 -7 導水施設に関する次の記述のうち，最も不適切なものはどれか。  

 

①導水管の管径の決定に当たっては，自然流下の場合は始点の水位は高水位とし，終点の水位は低水位によって算定する。  

②導水管の接合井は，構造上安全なもので、あって，十分な水密性，耐震性耐久性を有し，容量は計画導水量の1. 5分以上とする。

③導水渠の平均流速は，計画導水量を通水断面で除して求め，許容最大限度は3.0m/s 程度，許容最小限度は0.3m/s程度とする。 

④開渠及び暗渠には，温度変化によるコンクリートの伸縮のため，おおむね20～30m 間隔に伸縮目地を設ける。  

⑤導水渠の接合井は，開渠から暗渠に変化する箇所，導水渠から圧右井モ路なよ準水路が変化する接続箇所及び余水吐き設備等

と兼ねて導水渠の途中に設置する。 
 

 

[44] RE:07 Name：としより  Date：2015/07/22(水) 08:43

水道施設基準あります 

①始点は低水位終点は計画水位です
 

 
 

 

 

[13] 08 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 22:11 [ 返信 ] 

1-8 水道の凝集沈殿処理に関する次の記述のうち，最も不適切なものはどれか。  

 

①凝集剤の貯蔵設備の容量は，30日分以上とする。  

②混和池における混和時間は，撹持強度にもよるが計画浄水量に対して1～5分間を標準とする。

③フロック形成池における撹枠強度は，下流に行くに従って漸減させる。  

④理想的沈殿池では，表面負荷率より大きな沈降速度を持つ粒子の除去率は100%となる。  

⑤原水の濁度や水温の変動が大きい場合，高速凝集沈殿池が適している。 
 

 

[25] RE:08 Name：ごりらーまん Date：2015/07/21(火) 23:27

高速凝集沈殿は原水濁度の変動が小さいことが条件

 

5 
 

 
 

 

 

[12] 09 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 22:10 [ 返信 ] 

1-9 浄水処理に関する次の記述のうち，最も不適切なものはどれか。  

 

①エアレーション処理・・・揮発性有機塩素化合物の除去のほか，水中に含まれる酸化されやすい物質の酸化を促進させる。  

②生物処理・・・主に微生物の作用によって水中に含まれるアンモニア態窒素，鉄，マンガンなどを除去する方法である。  

③活性炭処理・・・通常の凝集・沈殿・砂ろ過では除去できない溶解性有機物を，活性炭を用いて吸着除去する方法で，親水性が高

く，低分子量の物質ほどよく処理できる。  

④オゾン処理・・・オゾンの酸化力により，色度の除去，異臭味の除去，微生物の不活化等が期待できる。  

⑤生物活性炭処理・・・粒状活性炭層内に繁殖した微生物の作用を利用して粒状活性炭の吸着効果を長期間維持する方式である。
 

 

[33] RE:09 Name：長崎お好み焼き Date：2015/07/22(水) 00:45 

Ｈ１６過去問題 

③ 

一般に疎水性が強く、分子量が大きい物資活性炭に吸着 

されやすい。親水性が高い糖類、アルコールなどの有機物については、吸着効果がほとんど期待できない。
 

 
 

[43] RE:09 Name：長崎お好み焼き Date：2015/07/22(水) 08:14 

リンクされた
イメージを表
示できませ…



> Ｈ１６過去問題 

> ③ 

> 一般に疎水性が強く、分子量が大きい物資ほど、活性炭に吸着 

> されやすい。親水性が高い糖類、アルコールなどの有機物については、吸着効果がほとんど期待できない。
 

 
 

 

 

[11] 10 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 22:08 [ 返信 ] 

1 -10 水道水質管理計画及び水質検査計画に関する次の記述のうち，最も不適切なものはどれか。 

 

①水道水質管理計画は，水質検査及び水質監視に係る体制，検査施設の整備等についての基本方針を，都道府県が策定するもの

である。  

②水質監視は，水質管理目標設定項目について実施するほか，地域の実情に応じて必要となる項目についても適宜実施する。  

③水質監視地点は，水道事業者等が大規模に取水している主要水系毎に必ず設定する。  

④水質監視は，原水について行うことを原則とするが，消毒副生成物については，当該監視地点に係る給水栓において水質監視を

行う。  

⑤ 水質検査計画は，水道事業者が毎事業年度の開始後，速やかに策定するものである。  
 

 

[32] RE:10 Name：長崎お好み焼き Date：2015/07/22(水) 00:39

Ｈ１７過去問題 

⑤ 

毎事業開始前に策定する。 
 

 
 

 

 

[10] 11 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 22:07 [ 返信 ] 

1 -11 水道法第4条に規定される本質基準に適合しているかどうかを判断する際に用いられる次の事項のうち水質基準に関する省

令」に規定されていないものはどれか。  

 

① 残留塩素  

② 一般細菌  

③ 大腸菌  

④ ヒ素及びその化合物  

⑤ 亜硝酸態窒素 
 

 

[34] RE:11 Name：長崎お好み焼き Date：2015/07/22(水) 01:00

Ｈ１３過去問題（全く同じ） 

① 

残留塩素は規定されていません。
 

 
 

[55] RE:11 Name：長崎お好み焼き Date：2015/07/24(金) 01:42

① 

残留塩素は、水質管理目標設定項目ですね。

念のため書き込みました。 
 

 
 

 

 

[9] 12 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 22:06 [ 返信 ] 

1 -12 水道の配水量分析に関する次の記述のうち，最も不適切なものはどれか。

 

① 調定減額水量は無収水量である。  



② 漏水量は無効水量である。  

③ 消防用水量は有効水量である。  

④ メータ不感水量は有効水量である。  

⑤ 料金水量は有収水量である。 
 

 

[30] RE:12 Name：長崎お好み焼き Date：2015/07/22(水) 00:17

Ｈ１６過去問題 

 

④が不適当 

メータ－不感水量は無収水量である。
 

 
 

[41] RE:12 Name：まー Date：2015/07/22(水) 06:48

① 
 

 
 

[42] RE:12 Name：ごりらーまん Date：2015/07/22(水) 07:49

①と④どちらも誤りですかね。 

調定減額水量は無効水量 

メーター不感水量は無収水量
 

 
 

[45] RE:12 Name：長崎お好み焼き Date：2015/07/22(水) 09:02

ごりらーまんさんの言われるとおり

ですね。これは問題ミスですね。 

ちなみに、私は④で解答しました。

技術士会にいうべきですかね。 

（OR言わないといけないですかね）
 

 
 

[46] RE:12 Name：としより  Date：2015/07/22(水) 09:02 

①が解答です。調停減額水量は無効水量 ④は無収水量であり、有効水量です。正しい
 

 
 

[47] RE:12 Name：長崎お好み焼き Date：2015/07/22(水) 09:09

としよりさんの言われるとおり①でした。

書き込みありがとうございます。 
 

 
 

[54] RE:12 Name：じんじん Date：2015/07/22(水) 21:35 

有効水量は、有収水量と無収水量で構成されています 。

なので①が正解だと思います。 
 

 
 

 

 

[8] 13 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 22:06 [ 返信 ] 

1 -13 上水道における給水装置に関する次の記述のうち，最も不適切なものはどれか。  

 

①給水管の管径は，配水管の計画最小動水圧時において3計画使用水量を供給できる大きさとする。  

リンクされた
イメージを表
示できませ…



②止水栓は，配水管から給水管を分岐し，取り出すための給水用具である。  

③逆流防止弁は，逆流による水の汚染を防止する目的で使用する給水用具である。  

④給水方式には，直結式，受水槽式及び直結・受水槽併用式がある。  

⑤給水装置とは，水道事業者の施設した配水管から分岐して設けられた給水管及びこれに直結する給水用具をいう。
 

 

[21] RE:13 Name：スカンダ Date：2015/07/21(火) 23:13

② 

 取り出すのはサドル分水栓です。 

 止水栓は休止の開始などに使うものです。
 

 
 

[31] RE:13 Name：長崎お好み焼き Date：2015/07/22(水) 00:31

Ｈ１３過去問題 

② 

理由は同じです。
 

 
 

 

 

[7] 14 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 22:05 [ 返信 ] 

1 -14 下水道の計画に関する次の記述のうち，最も不適切なものはどれか。  

 

①小規模下水道となる処理区域では，計画区域内の過去の人口動向や国立社会保騨・人口問題研究所が発表している将来人口推

計等のほか，確定している開発見込みなどを勘案して計画常住人口を定める。  

②計画時間最大汚水量と計画1日最大汚水量の比は，一般に中大規模の下水処理場に比ベ，小規模の下水処理場で小さくなる傾

向がある。  

③汚水ポンプの容量は，分流式下水道の場合は計画時間最大汚水量によるものとする。 

④水処理施設の計画下水量は，一次処理及び二次処理の各処理施設に対して，計画1日最大汚水量を標準とする。  

⑤流域下水道と流域関連公共下水道との接続箇所には，原則として流量，水質の計測装置を設けるが，必ずしもすべての接続箇所

に設ける必要はない。 
 

 

[38] RE:14 Name：ABC Date：2015/07/22(水) 05:08

2
 

 
 

 

 

[6] 15 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 22:04 [ 返信 ] 

1-15 雨水調整池に関する次の記述のうち，最も不適切なものはどれか。  

 

①下流の雨水幹線の流下能力や雨水ポンプ場の能力の増強が困難な場合は，雨水調整池を計画することがある。  

②雨水調整池は，二山降雨や長時間降雨などの超過降雨発生時に貯留能力を使い果たし，機能しなくなるおそれがあるので，この

点を考慮することが望ましい。  

③雨水調整池は，大規模な新市街地の開発による雨水流出量の増大への対策として有効である。  

④ 雨水調整池は，雨水の総流出量とピーク流出量の両方の削減効果がある。  

⑤雨水調整池は，公園，建物及びその他の施設の地下に設置することや，既存の池を利用することなども含め，地域の実情に応じて

検討する。 
 

 

[23] RE:15 Name：スカンダ Date：2015/07/21(火) 23:16 

④ 

調整池は一時的に雨水を貯留するだけなので、総流出量は削減されない。
 

 

 



 

[5] 16 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 22:01 [ 返信 ] 

1 -16 計画汚水量に関する次の記述のうち，最も不適切なものはどれか。  

 

①給水がすべて水道により行われている地域については，水道計画の1人1日平均給水量を1人1日平均生活汚水量とした。

②営業汚水量については，水道の給水計画の中で業務・営業用水量が明示されていたので，それを参考として定めた。  

③工場排水量は，業種別の出荷額あるいは敷地面積当たりの用水量と回収率の動向等により推定した。  

④観光汚水量は，宿泊客と日帰り客に分け，それぞれの客数に汚水量原単位を乗じて推定した。  

⑤圧力式下水道収集システムの区域については，地下水量を1人1日最大汚水量の10～20%と推定した。 
 

 

[40] RE:16 Name：てふてふ Date：2015/07/22(水) 05:42

5、圧力式では不明水はほとんどない
 

 
 

 

 

[4] 17 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 21:55 [ 返信 ] 

1 -17 管きょの防護及び基礎に関す喝次の記述のうち，最も不適切なものはどれか。  

 

①土圧及び上載荷重が管きょの耐荷力を超える場合は，必要に応じてコンクリート又は鉄筋コンクリートで巻立てる。  

② はしご胴木基礎は，通常，硬質土や普通土における管きょの基礎に用いられる。  

③ 鉄筋コンクリート管は，条件に応じて，砂，砕石，コンクリートなどの基礎を設ける。  

④硬質塩化ビニル管，強化プラスチック複合管等の可とう性管きょは，原則として自由支承の砂又は砕石基礎とする。  

⑤管きょ周辺の地盤が液状化するおそれのある場合は，埋戻し土の締固めや砕石等による埋戻し，埋戻し土の固化等の液状化対

策を施す。 
 

 

[35] RE:17 Name：長崎お好み焼き Date：2015/07/22(水) 01:19

②が不適当です。 

 

はしご胴木は「軟弱土」における

基礎に用いる。 
 

 
 

 

 

[3] 18 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 21:48 [ 返信 ] 

1 -18 活性汚泥法に関する次の記述のうち，最も不適切なものはどれか。  

 

①標準活性汚泥法は，主に中大規模処理場において汚水中のBOD，SSなどの成分を除去対象とした代表的な処理法である。  

②オキシデーションディッチ法は，無終端水路を反応タンクとして高負荷で活性汚泥処理を行い，最終沈殿池で固液分離を行う処理

法である。  

③回分式活性汚泥法は，単一の反応タンクで，活性汚泥による流入下水の処理と混合液の沈殿，上澄水の排出，沈殿汚泥の排泥

工程を繰り返し行う処理法である。  

④嫌気一無酸素好気法は，生物学的窒素除去プロセスの一つで、ある循環式硝化脱窒法と生物学的りん除去プロセスである嫌気好

気活性汚泥法を組み合わせた処理法である。  

⑤硝化内生脱窒法は，好気タンク，無酸素タンク及び再ばっ気用好気タンクで構成され，最初沈殿池は内生脱窒に必要な有機炭素

源を確保するため原則として設けない。 
 

 

[26] RE:18 Name：ごりらーまん Date：2015/07/21(火) 23:37 

オキシデーションディッチ法は低負荷で運転される為、流入下水量、水質の変動に対して安定した処理が出来る。

② 
 

 
 

 



[2] 19 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 21:48 [ 返信 ] 

1 -19 標準活性汚泥法における固液分離障害の現象に関する次の記述のうち，最も不適切なものはどれか。  

 

①活性汚泥の沈降速度は，MLSS濃度が高くなる程低下するため，一定以上にMLSS濃度を増加させると活性汚泥が流出することが

ある。  

②糸状性微生物の増殖により活性汚泥が膨化すると，最終沈殿池での活性汚泥の界面が上昇し，活性汚泥が流出することがある。 

③活性汚泥の流出を抑えるために，最終沈殿池の流出といの水位は越流ぜきのせき高より上になるよう流出側の導水管きょの水位

を保つ必要がある。  

④硝化の進行した活性汚泥混合液が最終沈殿池で無酸素状態となったとき，生物学的脱窒で発生した窒素ガスが汚泥に付着し，活

性汚泥が浮上することがある。  

⑤流入下水量の時間変動が大きい処理場では，流入下水量のピーク時に一時的に最終沈殿池の水面積負荷が過大となり，活性汚

泥が流出することがある。  
 

 

[39] RE:19 Name：ABC Date：2015/07/22(水) 05:10

3
 

 
 

 

 

[1] 20 Name：APEC Date：2015/07/21(火) 21:47 [ 返信 ] 

1 -20 汚泥の嫌気性消化プロセスに関する次の記述のうち，最も不適切なものはどれか。  

 

①消化タンク内のかくはんには，ドラフトチュープなどを用いる機械かくはんと，消化ガスを利用したガスかくはんの2種類がある。 

②脱離液の量は，流入下水に比較して少ないが，水処理に一時的な高負荷を与えないよう当初から考慮することが望ましい。  

③消化タンクの滞留日数は， 350C程度の中温消化で， 20～30日程度である。  

④消化タンクの底部はできる限り急こう配とし，汚泥の堆積を防ぐ必要がある。  

⑤消化ガスの脱硫は，硫化水素の腐食性及び燃焼時の硫黄酸化物の発生を考慮して，500 ppm程度以下にすることが望ましい。
 

 

[48] RE:20 Name：ましまし Date：2015/07/22(水) 09:49 

⑤ 

通常、消化ガスの脱硫で硫化水素500ppmは異常です。

正常に脱硫していればほとんど検出されませんし、 

脱硫材が破過して性能が低下しても数～数十ppmです。
 

 
 

 

 



  

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～10-1 上水道及び工業用水道～ 





選択科目   上水道及び工業用水道 

平成   年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門            上下水道

専門とする事項  送配水 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－  1 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

1 .  は じ め に  

 魚 類 に よ る 水 質 監 視 装 置 を 設 置 す る 目 的 は 、 定 期 の

水 質 検 査 や 水 質 測 定 計 器 で 検 知 で き な い 水 質 異 変 を 早

期 に 発 見 す る た め の 設 備 で あ る 。  

 工 場 排 水 等 に よ る 不 測 の 水 質 事 故 な ど が 近 年 利 根 川

水 系 で も 発 生 し て お り 、 水 道 水 の 供 給 が 停 止 す る 事 態

が 発 生 し て い る 。 こ の よ う な 、 有 害 物 質 で 汚 染 さ れ る

恐 れ の あ る 水 源 の 場 合 に 、 原 水 を 導 い た 水 槽 に 魚 類 を

飼 育 、 監 視 し 、 魚 の 異 常 な 行 動 か ら 水 質 異 常 の 有 無 を

察 知 す る も の で あ る 。  

２ ． 設 計 を 行 う 上 で の 留 意 点  

 魚 類 に よ る 水 質 監 視 装 置 の 設 計 上 の 留 意 点 は 下 記 の

通 り で あ る 。  

① 水 質 監 視 の 水 槽 は 常 時 監 視 が 必 要 で あ り 、 夜 間 も 監

視 で き る 位 置 に 設 置 す る 必 要 が あ る 。  

② 測 定 す る 原 水 は 、 絶 え ず 監 視 水 槽 に 流 入 さ せ る 必 要

が あ る 。  

③ 近 年 は 、 水 槽 の 魚 を カ メ ラ で 撮 影 し 、 魚 類 の 活 動 状

態 を 画 像 処 理 に よ り 解 析 し 、 異 常 が 確 認 さ れ た 場 合 に

は 原 水 の 取 水 停 止 を 自 動 的 に 行 う 仕 組 み も あ る 。 こ の

た め 、 こ れ ら の 監 視 機 器 を 停 電 時 等 に 監 視 が 中 断 す る

こ と な く 行 う 必 要 が あ る 。 し た が っ て 、 機 器 専 用 の バ

ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 （ U P S ） 等 の 設 置 も 検 討 す る 必 要

が あ る 。  

                   以  上



選択科目  上水道及び工業用水道 科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目     １枚中 

技術部門   上下水道  部門 

専門とする事項  

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ-1-２ 

１ ． 使 用 目 的  

 懸 濁 物 質 を 処 理 す る た め に 凝 集 剤 を 使 用 す る 。  

 フ ロ ッ ク を 形 成 し 沈 殿 効 率 を 良 く し 、 除 去 す る 。  

 

 

２ ． 種 類  

名 称  ポ リ 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム   ポ リ シ リ カ 鉄  

材 質    ア ル ミ 系         鉄 系  

特 徴   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低 温 、  

適 用 ｐ H 範 囲 が 広

い  

実 績 が 豊 富  

低 温 、  

適 用 ｐ H 範 囲 が 広

い  

 

ア ル ツ ハ イ マ ー 病

の 原 因 物 質 と 考 え

ら れ て い る ア ル ミ

が 含 ま れ る た め 、

濃 度 管 理 が 大 変  

汚 泥 を 有 効 活 用 可

能 （ 農 地 還 元 な

ど ）  



選択科目  上水道及び工業用水道 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目   1  枚中 

技 術 部 門   上 下 水 道 部 門

部門

専門とする事項  送配水 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ-1-2 

） 凝 集 剤 の 使 用 目 的  

 原 水 が 低 濁 度 で あ っ て も 、 急 速 ろ 過 池 の み で は 、 コ

ロ イ ド 懸 濁 物 質 の 十 分 な 除 去 は 期 待 で き な い た め 、 前

処 理 と し て 薬 品 に よ る 凝 集 が 不 可 欠 で あ る 。 原 水 中 の

懸 濁 物 質 は 負 に 帯 電 し て お り 、 通 常 は 反 発 し て い る 。  

 こ こ に 凝 集 剤 を 注 入 す る こ と に よ り 、 電 荷 を 中 和 さ

せ 、 粒 子 間 の 結 合 力 を 促 進 し 、 架 橋 作 用 を 促 進 さ せ て 、

フ ロ ッ ク を 形 成 さ せ た 後 、 後 段 の 沈 殿 池 ・ ろ 過 池 に て

対 象 物 質 を 除 去 す る 。  

２ ） 凝 集 剤 の 種 類   

 ① 硫 酸 ア ル ミ ニ ウ ム  

 硫 酸 ば ん ど と も 呼 ば れ 、 固 体 と 液 体 が あ る が 、 液 体

が 多 く 用 い ら れ て い る 。 取 扱 が 容 易 な 利 点 が あ る 一 方

で 、 低 温 時 や 、 降 雨 等 に よ る 高 濁 度 の 場 合 に は 、 凝 集

効 率 を あ げ る た め の 凝 集 補 助 剤 が 必 要 と な る 。  

 ② 水 道 用 ポ リ 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム  

 Ｐ Ａ Ｃ と も 呼 ば れ 、 液 体 状 で あ る 。 一 般 的 に 硫 酸 ア

ル ミ ニ ウ ム に 比 べ 優 れ た 凝 集 性 を 示 し 、 適 用 Ｐ Ｈ 領 域

が 広 く 、 ア ル カ リ 度 の 低 下 も 少 な い 利 点 が あ る 。  

３ ） 注 意 点  

 凝 集 効 率 は 、 原 水 水 温 や Ｐ Ｈ 等 に よ り 異 な る た め 、  

凝 集 剤 の 注 入 率 は 、 ジ ャ ー テ ス ト に よ り 決 定 す る 。  

ま た 、 必 要 に 応 じ て 最 適 凝 集 領 域 と な る よ う に Ｐ Ｈ 調

整 剤 、 凝 集 補 助 剤 の 使 用 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

                          

上水道及び工業用水道      Ⅱ-1-2（Ａ）
浄水処理で使用される凝集剤の使用目的について説明、凝集剤の種類を 2つあげ、それぞれの特徴と留
意点 

 



1 2

PAC

pH



選択科目   上水道及び工業用水道 

平成 27年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

  
 

  

技術部門      上下水道   部門 

専門とする事項  水処理 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－ ２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

（ １ ）  凝 集 剤 の 使 用 目 的  

 不 溶 解 性 物 質 で あ る 粗 粒 子 、 コ ロ イ ド 、 シ ル ト 、 微

生 物 な ど に 対 し 、 フ ロ ッ ク を 形 成 し 沈 降 分 離 す る た め 。

（ ２ ）  凝 集 剤 の 特 徴 と 留 意 点  

①  P A C （ ポ リ 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム ）  

 硫 酸 バ ン ド と 比 べ て 凝 集 最 適 ｐ H 範 囲 が 広 い 。  

原 水 高 濁 度 に な る と ア ル カ リ 不 足 と な り 、 ア ル カ リ

剤 を 注 入 す る 必 要 が あ る 。  

原 水 高 ｐ H 時 に は 、 ア ル ミ の 溶 出 に 注 意 す る 必 要 が

あ る 。  

P A C 注 入 率 が 高 い 汚 泥 は 、 排 泥 処 理 で の 凝 集 性 が 悪

く な る 。  

②  P S I （ ポ リ シ リ カ 鉄 系 凝 集 剤 ）  

ア ル ミ ニ ウ ム を 使 用 し て い な い た め 安 全 で あ る 。  

色 度 成 分 が 高 い の で 、 溶 解 性 マ ン ガ ン 処 理 の た め の

接 触 マ ン ガ ン 処 理 が 必 要 と な る 。  

凝 集 性 が P A C よ り 良 い 。  

腐 食 性 が 強 く 、 耐 食 性 の あ る 設 備 が 必 要 で あ る 。  

汚 泥 再 利 用 の 際 、 ケ イ 素 は 植 物 に と っ て 良 い の で 有

効 利 用 に 向 い て い る 。  

 

 

 

 

 



選択科目   上水道及び工業用水道 

平成   年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門            上下水道

専門とする事項  送配水 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－  3 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

１ ．  は じ め に  

配 水 管 に 排 水 設 備 を 設 置 す る 目 的 は 下 記 の 通 り で あ る 。

 排 水 設 備 は 、 管 の 布 設 時 に お け る 土 砂 等 の 排 出 、 管

内 に 発 生 し た 濁 水 等 を 排 水 す る 設 備 で あ り 、 工 事 並 び

に 、 事 故 等 非 常 時 の 管 内 水 排 水 の た め に 設 置 す る 。  

２ ．  排 水 設 備 を 設 置 す る 際 の 留 意 点  

排 水 設 備 を 設 置 す る 際 の 留 意 点 は 下 記 の 通 り で あ る 。  

①  配 水 本 管 路 の 低 部 で 、 河 川 、 用 水 路 等 の 排 水 先 が  

確 保 で き る 場 所 に 設 置 す る 。  

②  排 水 管 付 近 に 操 作 バ ル ブ の 設 置 が 可 能 で あ り 、 操  

作 時 に 通 行 車 両 等 が 支 障 と な ら な い 位 置 を 選 定 す る

必 要 が あ る 。  

③  排 水 管 路 か ら の 吐 出 口 は 排 水 路 か ら の 逆 流 を 防 止  

す る た め 、 水 路 よ り 高 い 位 置 に 設 け る 。  

④  放 流 水 面 が 管 底 よ り 高 い 場 合 は 、 排 水 枡 を 設 け ポ  

ン プ に よ る 排 水 を 行 え る よ う に す る 。  

⑤  放 流 水 圧 が 高 い 場 合 は 、 減 圧 設 備 と し て 排 水 枡 を  

設 け る こ と も 必 要 で あ る 。  

⑥  県 営 水 道 等 の 幹 線 の 場 合 は 、 塩 素 濃 度 が 高 く 、 直  

接 排 水 を 行 う と 周 辺 の 水 質 に 影 響 を 与 え る た め 、 中

和 槽 を 設 け 、 放 流 水 質 の 安 全 性 を 確 保 す る 必 要 が る 。

ま た 、 こ の 水 槽 は 排 水 枡 と の 兼 用 も 可 能 で あ る 。  

 

以  上  
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1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目   1  枚中 

技 術 部 門   上 下 水 道 部 門

部門

専門とする事項  送配水 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ-1-4 

 １ ） 残 留 塩 素 管 理 の 必 要 性           

 水 道 法 で は 衛 生 上 の 観 点 か ら 、 給 水 栓 に お け る 遊 離

残 留 塩 素 0 . 1 p p m 以 上 、 結 合 残 留 塩 素 0 . 4 p p m 以 上 確 保

す る よ う に 塩 素 消 毒 を 行 う 必 要 が あ る 。 一 方 で 、 塩 素

濃 度 が 高 す ぎ る と 塩 素 臭 が 発 生 し 、 お い し さ が 損 わ れ

た り 、 水 道 水 中 の 有 機 物 と の 反 応 に よ り ト リ ハ ロ メ タ

ン 等 の 消 毒 副 生 成 物 が 発 生 す る 等 の 問 題 が 生 じ る 。  

 配 水 管 の 残 留 塩 素 は 、 水 温 、 水 質 、 配 水 管 内 の 滞 留

時 間 、 管 内 面 の 状 態 に よ り 減 少 量 が 変 わ っ て く る 。  

し た が っ て 、 配 水 管 末 端 で 残 留 塩 素 を 常 に 監 視 し 、

適 切 な 塩 素 注 入 量 の 管 理 を 行 う 必 要 が あ る 。  

 ２ ） 残 留 塩 素 を 保 持 す る た め の 対 策  

 残 留 塩 素 を 保 持 す る た め の 対 策 と し て 、 管 網 の ル ー

プ 化 に よ る 管 内 滞 留 時 間 の 短 縮 化 。 定 期 的 な 排 水 作 業

の 実 施 に よ り 管 内 水 質 の 保 全 を 図 る こ と が 挙 げ ら れ る  

 ま た 、 配 水 管 路 の 途 中 に 追 加 塩 素 注 入 設 備 を 設 置 す

る と と も に 、 老 朽 化 し た 管 路 を 計 画 的 に 更 新 す る こ と

に よ り 、 配 水 管 内 の 残 留 塩 素 の 低 下 を 防 ぎ 、 初 期 の 塩

素 注 入 量 を 抑 え る こ と が 必 要 で あ る 。  

 さ ら に 、 浄 水 施 設 側 の 対 策 と し て は 、 高 度 処 理 施 設

を 導 入 し 、 消 毒 副 生 成 物 前 駆 物 質 の 除 去 を 行 う こ と も

必 要 で あ る 。  

－ 以  上 －      

上水道及び工業用水道      Ⅱ-1-4（B）
 
配水システムにおける残留塩素管理の必要性と方策を述べよ。 

 



1 4

0.1mg/L

0.2mg/L

1.0mg/L

CT



選択科目  上水道及び工業用水道 科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目     １枚中 

技術部門   上下水道  部門 

専門とする事項  

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ-1-４ 

１ ． 必 要 性  

 残 留 塩 素 濃 度 を 確 保 す る 必 要 が あ る 。  

 お い し い 水 の 要 件 と し て 、 0 . 1 ～ 0 . 4 m g / L が あ る 。  

 

２ ． 方 策  

① 配 水 ブ ロ ッ ク 化  

 追 加 塩 素 の 実 施  

 

 

② 停 滞 水 の 解 消  

 

 

 

③ 管 路 の ラ イ ニ ン グ 化  

 ス ケ ー ル が 付 着 す る と 塩 素 の 消 費 が 激 し く な る  

 

 

④ 配 水 池  
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技術部門      上下水道   部門 

専門とする事項  水処理 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－ ４ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

（ １ ）  残 塩 管 理 の 必 要 性  

 病 原 性 微 生 物 に よ る 水 系 感 染 症 を 防 ぐ 目 的 が あ る 。

水 道 法 に お い て 、 末 端 給 水 栓 で 遊 離 残 留 塩 素 は

0 . 1 m g / L 以 上 、 結 合 残 留 塩 素 は 0 . 4 m g / L 以 上 と さ れ て

い る 。 異 常 時 に は 、 更 に 高 い 設 定 値 が 必 要 と な る 。  

 消 毒 副 生 成 物 で あ る ト リ ハ ロ メ タ ン を 管 理 す る た め

に 、 残 塩 管 理 は 必 要 で あ り 、 残 塩 と 滞 留 時 間 に 注 意 す

る 必 要 が あ る 。  

（ ２ ）  方 策  

①  配 水 ブ ロ ッ ク 化  

 配 水 ブ ロ ッ ク 化 に よ り 、 系 統 切 り 替 え 、 影 響 範 囲 の

最 小 化 の 効 果 が 期 待 で き る 。  

冬 場 に 低 残 塩 管 理 を 行 い 、 ト リ ハ ロ メ タ ン 低 減 化 を

実 施 す る 。 ま た 、 追 加 塩 素 設 備 に よ り 適 切 な 残 塩 管 理

を 行 う 。  

②  直 結 給 水  

給 水 方 式 を 直 結 給 水 に す る こ と に よ り 、 受 水 槽 方 式

よ り も 残 塩 の 消 費 が な く な り 、 水 質 悪 化 が 防 げ る 。  

直 結 給 水 に よ る 増 圧 に よ り 、 漏 水 量 が 増 加 す る 恐 れ

が あ る の で 、 適 切 に 管 の 更 正 、 更 新 を 実 施 す る 必 要 が

あ る 。  

③  配 水 池 の 水 位 管 理  

配 水 池 の 水 位 管 理 を 適 切 に 行 う こ と に よ り 、 残 塩 を

適 切 に 管 理 す る 。  

 





選択科目  上水道及び工業用水道 科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目     １枚中 

技術部門   上下水道  部門 

専門とする事項  

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ-2-1 

（ １ ） 導 入 に 当 た り 水 質 的 に 調 査 ・ 確 認 す べ き 内 容  

 地 下 水 は 降 雨 な ど の 影 響 を 受 け に く い た め 水 質 は 安

定  

し か し 大 腸 菌 が 検 出 さ れ て い る こ と か ら 、 ク リ プ ロ

ス ポ リ ジ ウ ム に よ る 汚 染 の 恐 れ が あ る 。  

以 下 に 紫 外 線 処 理 導 入 に あ た っ て 水 質 的 に 調 査 ・ 確

認 す べ き 内 容 を 以 下 に 述 べ る 。  

①  ク リ プ ロ ス ポ リ ジ ウ ム  

  

 

②  濁 度 ・ 色 度  

ク リ プ ロ ス ポ リ ジ ウ ム 対 策 指 針 に お い て 、 ろ 過 を 行

っ た 際 に 処 理 水 濁 度 を 0 . 1 度 以 下 と す る 必 要 が あ る 。

紫 外 線 の 照 射 量 を 確 保 す る た め に 、 濁 度 ・ 色 度 は 紫

外 線 処 理 設 備 の 前 段 で そ れ ぞ れ 濁 度 は 5 度 以 下 、 色

度 は ２ 度 以 下 と す る 必 要 が あ る 。  

③  鉄 ・ マ ン ガ ン  

紫 外 線 を 照 射 す る ラ ン プ に 鉄 ・ マ ン ガ ン な ど が 付 着

し 、 紫 外 線 の 照 射 強 度 が 落 ち る 可 能 性 が あ る 。 鉄 ・

マ ン ガ ン に お い て も 前 段 で 処 理 を 行 う 必 要 が あ る 。  

。  

 

 

 

 



選択科目  上水道及び工業用水道 科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

2

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目     １枚中 

技術部門   上下水道  部門 

専門とする事項  

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ-2-1 

（ ２ ） 処 理 方 式 の 選 定 に お け る 留 意 事 項  

① 濁 度  

 処 理 水 濁 度 が 0 . 1 度 以 下 と な る 処 理 方 式 か の 確 認  

 

② 水 量  

 安 定 的 な 水 量 の 確 保 が 可 能 か の 確 認  

 

③  維 持 管 理  

 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト （ イ ニ シ ャ ル コ ス ト 、 ラ ン ニ

ン グ コ ス ト ）  

 メ ン テ ナ ン ス の 容 易 性  

 

（ ３ ） 導 入 設 備 及 び そ の 維 持 管 理 に 関 す る 留 意 事 項  

① 紫 外 線 照 射 量 、 照 射 強 度 の 確 保  

 紫 外 線 （ 2 5 3 . 7 n m ） を 1 0 m J / c m 2 以 上 確 保  

 ラ ン プ に 汚 れ が な い か 定 期 的 に 洗 浄  

 紫 外 線 強 度 計 の 設 置  

 

② 濁 度 、 色 度 の 処 理  

 濁 度 を ２ 度 、 色 度 を ５ 度 以 下 と す る  

③  鉄 、 マ ン ガ ン  

 前 段 で 鉄 と マ ン ガ ン の 処 理 を 行 う こ と  

④  ２ 系 統 化  



2 1

75





選択科目   上水道及び工業用水道 
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技術部門   上下水道       部門

専門とする事項  水処理 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－  １ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

（ 1 ）  導 入 に あ た り 水 質 的 に 確 認 す べ き 事 項  

 原 水 に 大 腸 菌 が 検 出 さ れ て い る こ と よ り 、 耐 塩 素 病

原 性 微 生 物 （ ク リ プ ト ス ポ リ ジ ウ ム 、 ジ ア ル ジ ア ） に

注 意 す る 必 要 が あ る 。  

 原 水 が 地 下 水 よ り 水 質 的 調 査 項 目 と し て は 、 大 腸 菌 、

一 般 細 菌 、 揮 発 性 有 機 化 合 物 、 農 薬 、 亜 硝 酸 性 窒 素 、

硝 酸 性 窒 素 、 電 気 伝 導 度 、 味 、 臭 気 、 ｐ H 、 T O C 、 塩 素

イ オ ン 、 ク リ プ ト ス ポ リ ジ ウ ム な ど で あ る 。  

 周 辺 の 工 場 、 ゴ ル フ 場 、 家 畜 場 、 浄 化 槽 の 有 無 な ど

の 調 査 が 必 要 と な る 。  

（ 2 ）  処 理 方 式 選 定 の 留 意 事 項  

 処 理 方 式 選 定 に は 、 何 を 除 去 対 象 物 質 と し 、 水 質 管

理 目 標 は ど の く ら い に す る か が 重 要 で あ る 。  

 建 設 費 、 維 持 管 理 費 を 含 め た ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト

全 体 で 検 討 す る 。  

 膜 ろ 過 に つ い て 、 ク リ プ ト ス ポ リ ジ ウ ム の 処 理 を 目

的 と す る な ら 、 U F 、 M F ろ 過 で 十 分 で あ る 。 ク リ プ ト

ス ポ リ ジ ウ ム の 除 去 の み を 対 象 と し た 大 口 径 膜 も 検 討

し て み る 。  

 ト リ ハ ロ メ タ ン 等 の 溶 解 性 化 合 物 を 除 去 対 象 と す る

な ら 、 N F ろ 過 膜 の 採 用 を 検 討 す る 。  

 ま た 、 原 水 が い つ も 清 澄 で あ る と は 限 ら な い 場 合 は 、

前 処 理 （ 凝 集 、 ろ 過 等 ） が 必 要 で あ る 。  

（ 3 ）  紫 外 線 処 理 設 備 、 維 持 管 理 に 関 す る 留 意 事 項  

 原 水 の 基 準 値 は 、 濁 度 2 度 以 下 、 紫 外 線 透 過 率



平成   年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

7 5 ％ 以 上 （ 2 5 3 . 7 n m で 0 . 1 2 5 a b s / 1 0 m m 以 下 ） で あ る 。

鉄 、 マ ン ガ ン に も 基 準 値 が あ る 。  

 連 続 監 視 が 可 能 な 原 水 濁 度 計 と 紫 外 線 強 度 計 を 設 置

す る 。  

 紫 外 線 ラ ン プ 、 ラ ン プ ス リ ー ブ は 定 期 的 に 洗 浄 す る 。  

 危 機 管 理 対 応 力 を 高 め る た め 、 設 備 に U P S 、 破 損 防

止 装 置 、 緊 急 遮 断 弁 な ど を 設 置 す る 。  

 紫 外 線 照 射 槽 の 水 量 9 5 ％ 以 上 に 対 し て 紫 外 線

2 5 3 . 7 n m  1 0 m J / c m 2 以 上 の 照 射 量 が 必 要 で あ る 。  

 水 系 感 染 症 発 生 時 の 原 因 究 明 の 早 期 化 の た め 、 浄 水

に つ い て 1 日 1 回 2 0 L を 採 水 し 、 1 4 日 間 保 管 し て お

く 。  

 施 設 は 、 2 系 列 以 上 と す る 。  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

１ ． は じ め に  

 送 ・ 配 水 管 路 の 破 損 や 漏 水 事 故 は 突 発 的 に 起 こ る 可

能 性 が あ り 、 道 路 交 通 や 沿 道 家 屋 等 へ の 影 響 が 大 き く

都 市 活 動 に 重 大 な 影 響 を 及 ぼ す た め 、 管 路 事 故 の 予 防

と 速 や か な 復 旧 対 応 が 重 要 で あ り 、 担 当 す る 責 任 者 と

し て 下 記 に 内 容 を 述 べ る 。  

２ ． 想 定 さ れ る 事 故 原 因 の 抽 出  

送 ・ 配 水 管 路 に お け る 事 故 要 因 と し て 下 記 に 示 す 要 因

が 考 え ら れ る 。  

①  管 路 施 設 の 経 年 に よ る 老 朽 化 。  

②  交 通 量 の 増 加 等 に よ る 地 上 条 件 の 変 化 。  

③  腐 食 土 壌 内 へ の 埋 設 に よ る 腐 食 の 発 生 。  

④  迷 走 電 流 に よ る 電 食 の 発 生 。  

３ ． そ れ ら の 予 防 対 策  

上 記 に 示 す 各 項 目 で の 予 防 対 策 は 次 の 通 り と な る 。  

①  に つ い て は 、 管 路 の 建 設 履 歴 （ 管 種 、 管 径 、 継  

手 方 式 、 布 設 か ら の 経 過 年 数 、 塗 装 仕 様 、 防 食 対 策

等 ） の 調 査 に よ り 、 路 線 お よ び 区 間 毎 の 定 量 的 な 評

価 を 行 い 、 事 故 等 の 発 生 す る 確 率 が 高 い 区 間 の 選 定

を 行 う 。  

②  新 設 道 路 の 開 通 等 に よ り 交 通 量 極 端 に 増 加 し た  

区 間 を 調 査 し 、 対 策 が 必 要 な 区 間 を 選 定 す る 。  

③  埋 設 区 域 の 土 壌 図 や 国 土 地 理 院 の ア ー カ イ ブ 等  

か ら た め 池 の 埋 立 部 等 の 腐 食 土 壌 の 区 域 を 確 認 し 、

対 象 と な る 区 間 を 選 定 す る 。  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

④  鋼 管 路 線 に お い て は 整 流 器 、 排 流 器 に よ る 防 食  

対 策 が 施 さ れ て い る が 、 定 期 的 に 機 能 が 維 持 さ れ て

い る こ と を 確 認 す る 必 要 が あ る 。  

こ れ ら の 予 防 対 策 に 加 え て 、 事 故 の 履 歴 （ 対 象 路 線 、  

付 近 の 状 況 、 管 種 、 管 径 、 継 手 形 式 、 経 過 年 数 、 破 損

状 況 等 ） を 整 理 し 、 上 記 に 示 す ① ～ ④ の 項 目 と 照 ら し

合 わ せ て 更 新 工 事 が 必 要 と な る 区 間 を 選 定 及 び 、 優 先

順 位 を 決 定 し 、 概 算 工 事 費 を 算 定 し 予 算 計 画 の 立 案 が

必 要 と な る 。  

４ ． 事 故 が 発 生 し た 際 の 対 応  

事 故 の 発 生 時 に は 、 対 象 区 間 の 断 水 作 業 が 必 要 と な

り 、 操 作 が 必 要 な バ ル ブ 、 断 水 と な る 住 宅 等 の 把 握 が

必 要 と な る 。 こ の た め 、 管 路 台 帳 シ ス テ ム 等 か ら 断 水

作 業 の シ ュ ミ レ ー シ ョ ン シ を 行 う こ と に よ り 迅 速 な 対

応 が 可 能 と な る 。 次 に 、 補 修 資 材 や 工 事 で 必 要 な 機 械

及 び 作 業 員 の 確 保 が 必 要 と な る 。 こ の た め 、 補 修 資 材

を 保 管 し て お く 倉 庫 や 緊 急 時 に お け る 対 応 可 能 な 企 業

と の 契 約 必 要 と な る 。 ま た 、 断 水 対 応 と し て 給 水 車 の

確 保 な ら び に 給 水 作 業 要 員 が 必 要 と な る 。 対 象 範 囲 が

広 い 場 合 は 、 近 隣 市 町 村 等 へ の 応 援 要 請 が 必 要 と な る 。

５ ． ま と め  

事 故 履 歴 を 整 理 す る こ と に よ り 、 事 故 発 生 要 因 か ら 、

同 様 な 箇 所 の 抽 出 し 、 ま た 、 定 期 的 な 点 検 や 漏 水 調 査

に よ り 事 故 を 未 然 に 防 止 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

                 以   上  
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1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目   2枚中 

技 術 部 門   上 下 水 道 部 門

部門

専門とする事項  送配水 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ-2-2 

 送 ・ 配 水 管 の 大 部 分 は 道 路 下 に 埋 設 さ れ 、 常 に 水 圧

や 交 通 荷 重 の 影 響 を 受 け て い る 。 ま た 、 経 年 劣 化 や 、

土 壌 腐 食 、 電 食 等 の 危 険 に さ ら さ れ て い る 。  

１ ） 想 定 さ れ る 事 故 原 因 の 抽 出  

 ① 管 の 老 朽 化  

 経 年 化 し た 管 路 は 、 管 路 母 材 の 劣 化 、 継 手 部 の ボ ル

ト 等 の 劣 化 を 生 じ て お り 、 漏 水 量 を 増 加 さ せ る 。 特 に

適 切 な 防 食 対 策 が 施 さ れ て い な い 金 属 管 は 、 土 壌 の 状

態 、 電 食 、 地 下 水 の 状 況 等 に よ り 、 経 年 化 と と も に 腐

食 が 進 行 し 、 漏 水 や 破 裂 事 故 の 危 険 が 高 ま る 。  

 ② 外 圧 の 増 加  

 車 両 の 大 型 化 に よ る 活 荷 重 の 増 加 や 、 道 路 改 良 工 事

等 に よ る 土 被 り の 不 足 、 過 大 に よ り 、 路 面 荷 重 が 増 加

し 、 管 の 経 年 劣 化 と と も に 、 管 路 破 損 の 危 険 が 高 ま る 。

 ③ 内 圧 の 増 加  

 近 年 の 水 需 要 の 減 少 は 、 相 対 的 に ポ ン プ 能 力 の 余 剰

や 、 施 設 能 力 の 過 不 足 を 生 じ さ せ て い る 。 そ の 結 果 、

布 設 当 時 と は 異 な っ た 水 圧 条 件 で の 施 設 運 転 と な っ て

お り 、 送 配 水 圧 の 増 加 を 招 い て い る 。  

 ④ 他 工 事 の 影 響  

 市 街 地 に お い て は 、 道 路 改 良 工 事 、 下 水 道 工 事 等 の

他 工 事 に お い て 、 既 設 管 に 接 近 、 露 出 し て 工 事 が お こ

な わ れ る こ と に よ り 事 故 が 発 生 す る 。  

２ ） 予 防 対 策  

 ① 管 路 の 計 画 的 更 新   

上水道及び工業用水道    Ⅱ-2-2
送配水管路の事故対策について管路維持管理を担当する責任者として下記内容について記述 
１）想定される事故原因の抽出 ２）それらの予防対策 ３）事故が発生した時の対応 
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2

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目   2枚中 

技 術 部 門   上 下 水 道 部 門

部門

専門とする事項  送配水 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ-2-2 

老 朽 化 管 路 は 、 計 画 的 な 管 路 更 新 を 行 う 。  

漏 水 調 査 、 土 壌 調 査 及 び 管 体 調 査 等 を 実 施 し 、 老 朽

度 を 評 価 し た 上 で 、 計 画 的 に 実 施 す る 。 ま た 、 管 路 台

帳 の 整 備 、 他 工 事 に お け る 立 会 な ど 平 素 の 維 持 管 理 作

業 を 通 じ 、 管 路 埋 設 状 態 の 把 握 に 努 め る 。  

 ② バ ッ ク ア ッ プ の 確 保  

管 の 相 互 連 絡 や 二 条 化 、 及 び 管 網 化 に よ り バ ッ ク ア

ッ プ 機 能 を 強 化 し 、 断 水 影 響 の 最 小 化 を 図 る 。  

③ 適 正 な 水 圧 管 理  

送 水 ポ ン プ 能 力 を 現 況 の 水 需 要 に 応 じ て 適 正 化 を 図

る 。 ま た 、 配 水 ブ ロ ッ ク 化 に よ り 、 適 正 な 水 圧 管 理 を

行 う と と も に 、 断 水 区 域 の 限 定 化 を 図 る 。  

３ ） 事 故 が 発 生 し た 時 の 対 策  

 ① 配 水 調 整  

区 間 バ ル ブ を 操 作 し 、 断 水 影 響 範 囲 の 限 定 化 を 図 る 。

② 応 急 給 水 の 実 施  

 断 水 区 域 に つ い て は 、 給 水 所 に よ る 拠 点 給 水 や 、 給

水 車 に よ る 運 搬 給 水 な ど の 応 急 給 水 を 実 施 す る 。  

③ 住 民 へ の 広 報 の 実 施  

 事 故 状 況 や 復 旧 の 予 定 に つ い て 広 報 を 行 う 。  

－ 以  上 －    
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

１ ． は じ め に  

 水 道 事 業 は 、 人 々 が 生 活 す る 上 で 最 も 重 要 な 安 心 で

安 全 な 飲 料 水 を 供 給 す る 使 命 が あ り 、 こ れ か ら も 継 続

的 に 安 定 し た 飲 料 水 の 供 給 が 求 め ら れ て い る 。 こ の た

め 、 給 水 人 口 の 減 少 に よ る も の 及 び 節 水 型 の 洗 濯 機 や

水 洗 ト イ レ 等 の 普 及 に よ る 給 水 量 の 減 少 は 、 水 道 事 業

の 料 金 収 入 の 減 少 に つ な が る た め 、 こ れ か ら の 水 道 施

設 の 更 新 お よ び 維 持 管 理 費 用 、 老 朽 化 し た 管 路 の 更 新

費 用 、 地 震 対 策 費 用 等 が 水 道 事 業 の 運 営 に 与 え る 影 響

が 大 き い 。  

２ ． 水 需 要 量 の 減 少 が 継 続 す る 状 況 の も と で 、 水 道 事

業 に 携 わ る 技 術 者 と し て の 検 討 す べ き 内 容 を 述 べ る 。  

（ １ ） ソ フ ト 面  

① 水 道 事 業 は 、 ほ と ん ど の 場 合 、 各 市 町 村 単 位 で 運 営

さ れ て い る 場 合 が 多 く 、 企 業 団 形 態 に よ り 広 域 化 を 行

う こ と に よ り 浄 水 場 の 統 合 等 、 ス ケ ー ル メ リ ッ ト を 生

か し た 水 道 事 業 が 可 能 と な る 。 し か し 、 広 域 化 を 行 う

場 合 に は 関 係 市 町 村 の 同 意 、 共 通 の 認 識 、 広 域 化 後 の

水 道 料 金 の 調 整 、 水 利 権 の 問 題 等 多 く の 課 題 が 発 生 す

る 。 こ の た め 、 基 本 と な る 方 針 を 明 確 に し て 進 め る 必

要 が あ る 。  

② 現 在 使 用 さ れ て い る 管 路 の 多 く は 耐 用 年 数 を 超 過 し

た も の や 、 近 い う ち に 耐 用 年 数 を 迎 え る 管 路 が 多 く あ

る 。 こ の た め 、 管 路 更 新 を 行 う 上 で 需 要 予 測 を 適 切 に

算 定 す る こ と に よ り 今 後 の 需 要 に 見 合 っ た 最 適 な 管 路
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

網 の 立 案 が 可 能 と な る 。  

こ の 算 定 に よ り 廃 止 が 可 能 と な る 路 線 や 、 減 径 が 可

能 な 路 線 が 確 認 さ れ 最 小 の 費 用 で 最 適 な 管 路 網 の 構 築

が 可 能 と な る 。  

③ 水 道 事 業 の 継 続 に は 、 経 験 が 豊 富 な 技 術 者 の 確 保 が

重 要 と な る が 、 経 験 が 豊 富 な 職 員 の 退 職 等 に よ り 技 術

の 継 承 が で き な い 状 況 に な り つ つ あ る 。 こ の た め 、 技

術 の 継 承 の た め の 対 策 を 立 案 す る 必 要 が あ る 。  

（ ２ ） ハ ー ド 面  

① 水 道 事 業 の 広 域 化 に よ り 浄 水 施 設 統 合 や 管 路 の 共 有

等 に よ り 、 浄 水 施 設 の 廃 止 や 管 路 施 設 の 再 構 築 が 可 能

と な る 。 こ の こ と に よ り 維 持 管 理 費 用 の 低 減 や 今 後 の

更 新 費 用 の 削 減 に つ な が る 。  

② 最 適 管 路 網 の 整 備 に よ る 管 径 の 減 径 が 可 能 な 場 合 、

更 新 工 事 時 の 施 工 性 が 向 上 し 、 施 工 時 の 地 域 に 与 え る

影 響 の 低 減 が 可 能 と な る 。  

③ 最 適 な 管 路 網 の 整 備 に よ り 廃 止 が 可 能 な 路 線 も あ る

た め 、 維 持 管 理 作 業 等 が 低 減 さ れ る が 、 廃 止 路 線 の 撤

去 工 事 等 が 必 要 と な る 。  

３ ． 最 も 重 要 な 事 項 を 解 決 す る た め の 技 術 的 提 案 。  

 最 も 重 要 な 項 目 と し て 、 持 続 可 能 な 水 道 事 業 の 経 営

の た め 、 今 後 の 管 路 更 新 の 更 新 時 期 を 見 据 え た 配 水 管

路 の 再 評 価 が 重 要 と 考 え る 。 管 路 の 再 評 価 は 、 定 量 的

な 評 価 を 行 い 、 優 先 順 位 を 策 定 し 、 事 業 と し て 可 能 な

計 画 の 立 案 を 行 う 必 要 が あ る 。  
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管 路 の 再 評 価 で の 優 先 順 位 の 策 定 は 、 経 過 年 数 、 管 種 、

管 径 、 継 手 方 式 、 埋 設 位 置 の 土 壌 条 件 等 の 評 価 に 加 え

災 害 時 の 緊 急 輸 送 道 路 、 学 校 、 病 院 等 の 災 害 拠 点 等 に

関 連 す る 路 線 は 、 評 価 の 上 で 重 み を 付 加 し 、 定 量 的 に

評 価 す る こ と が 重 要 と な る 。  

４ ． 技 術 的 提 案 が も た ら す 具 体 的 な 効 果 と 実 行 す る 場

合 の 留 意 点 。  

（ １ ） 具 体 的 な 効 果  

① 最 適 な 管 路 網 の 再 評 価 と 定 量 的 な 管 路 の 再 評 価 を 行

う こ と に よ り 、 経 済 的 な 管 路 の 再 構 築 が 可 能 と な る 。

② 更 新 工 事 の ピ ー ク を 平 準 化 す る こ と に よ り 計 画 的 な

更 新 工 事 の 実 現 が 可 能 と な り 、 将 来 を 見 据 え た 事 業 計

画 の 立 案 が 可 能 と な る 。  

（ ２ ） 実 行 す る 場 合 の 留 意 点  

① 管 路 再 評 価 に は 建 設 履 歴 （ 布 設 年 次 に よ る 経 過 年 数 、

管 種 、 管 径 、 継 手 形 式 、 内 外 面 塗 装 ） を 調 査 し デ ー タ

を 構 築 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 防 災 関 連 等 で 公 表 さ れ

て い る 緊 急 輸 送 道 路 、 災 害 活 動 拠 点 等 は 確 認 を 行 う 必

要 が あ る 。  

② 最 適 な 管 路 網 の 構 築 に は 、 地 震 等 に よ る 断 水 時 に お

い て も 最 小 給 水 量 の 確 保 で き 、 災 害 対 応 拠 点 等 へ の 給

水 が 可 能 と な る 計 画 を 立 案 す る 必 要 が あ る 。  

 こ れ ら の 手 法 に よ り 、 管 路 の 再 評 価 と 最 適 な 管 路 網

の 構 築 に よ り 安 全 で 安 心 な 飲 料 水 の 供 給 が 可 能 と な ら

持 続 可 能 な 水 道 事 業 の 継 続 が 可 能 と 考 え る  以  上  
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1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目     ３枚中 

技術部門   上下水道  部門 

専門とする事項  

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅲ-1 

１ ． 水 道 事 業 に 携 わ る 技 術 者 と し て 検 討 す べ き 項 目  

１ － １ ． ソ フ ト 面 （ 管 理 ・ 運 用 面 ）  

①  残 留 塩 素 管 理 の 徹 底  

水 需 要 が 減 少 し て い る 状 況 で 、 配 水 池 、 配 水 管 路 内

で 水 道 水 が 停 滞 す る と 、 残 留 塩 素 濃 度 が 減 少 す る 恐 れ

が あ る 。 適 切 な 管 理 に よ り 給 水 栓 末 端 で 0 . 1 ㎎ / L を

保 持 す る 必 要 が あ る 。  

②  広 域 化 の 推 進  

浄 水 場 の 使 用 状 況 が 低 下 す る と 、 水 道 事 業 経 営 状 態

が 悪 化 す る 恐 れ が あ る 。 近 隣 の 水 道 事 業 体 と 設 備 の

統 廃 合 を 進 め る 必 要 が あ る 。  

③  第 三 者 へ の 委 託  

水 道 職 員 が 減 少 す る 恐 れ が あ る た め 、 第 三 者 へ 管 理

を 委 託 し 効 率 的 に 運 営 し て い く 必 要 が あ る 。  

１ － ２ ． ハ ー ド 面 （ 建 設 ・ 更 新 面 ）  

①  老 朽 施 設 の 更 新  

水 需 要 量 の 減 少 す る と 、 料 金 収 入 も 減 少 し 、 老 朽 化

し た 設 備 の 更 新 を 行 う こ と が 困 難 と な る 。  

②  施 設 の ダ ウ ン サ イ ジ ン グ  

水 需 要 量 の 減 少 に と も な い 、 浄 水 施 設 、 配 水 施 設 な

ど の 能 力 を 低 下 さ せ る ダ ウ ン サ イ ジ ン グ を 行 う 。  

２ ． 私 が 考 え る 最 も 重 要 な 項 目 と 技 術 的 提 案  

２ － １ ． 重 要 項 目  

 １ の ハ ー ド 面 で 述 べ た 「 老 朽 施 設 の 更 新 」 が 最 も 重

要 な 項 目 と 私 は 考 え る 。  
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2

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目     ３枚中 

技術部門   上下水道  部門 

専門とする事項  

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅲ-1 

 高 度 成 長 期 に 建 設 さ れ た 施 設 が 設 置 か ら 4 0 年 以 上

経 過 し 、 老 朽 化 し 更 新 時 期 を 迎 え て い る 。  

 実 際 に 老 朽 化 が 原 因 に よ る 管 路 の 破 損 に よ り 、 水 道

水 が 供 給 で き な い 状 態 と な っ た 事 例 が あ る 。  

 老 朽 施 設 の 効 率 的 な 更 新 を 行 い 、 持 続 的 に 水 道 水 を

供 給 し て い く こ と が 課 題 で あ る 。  

２ ． ２  技 術 的 対 応 策  

 施 設 を 資 産 （ ア セ ッ ト ） と し て 捉 え 、 中 長 期 的 な 視

点 に た ち 、 資 産 の ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト の 縮 減 を 図 る

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト 技 術 の 導 入 を 技 術 的 対 応 策 し て

挙 げ る 。  

 ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト 技 術 を 使 用 し た 更 新 計 画 を 立

案 す る た め の 手 順 を 以 下 に 示 す 。  

①  現 状 把 握  

施 設 の 設 置 年 、 更 新 履 歴 を デ ー タ ベ ー ス 化 す る 。 管

路 で あ れ ば 、 管 種 、 敷 設 状 況 、 土 壌 の 腐 食 状 況 な ど

も 把 握 す る 。  

②  劣 化 診 断  

劣 化 診 断 を 行 い 、 設 備 の 耐 用 年 数 の 把 握 を 行 う 。 構

造 物 で あ れ ば 、 コ ン ク リ ー ト の 圧 縮 強 度 や ア ル カ リ

シ リ カ 反 応 試 験 を 行 う 。  

③  優 先 順 位 の 設 定  

 病 院 や 震 災 時 の 給 水 拠 点 な ど を 積 極 的 に 更 新 対 象 と

す る 。  

④  予 防 保 全  



選択科目  上水道及び工業用水道 科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

3

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目     ３枚中 

技術部門   上下水道  部門 

専門とする事項  

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅲ-1 

予 防 保 全 技 術 に よ り 施 設 の 延 命 化 を 行 う  

⑤  更 新 計 画 の 作 成  

P D C A に よ り 運 用 し 、 特 に チ ェ ッ ク 、 改 良 （ ア ク シ

ョ ン ） を 随 時 行 う 。  

３ ． 技 術 的 提 案 が も た ら す 効 果 と 留 意 点  

３ － １ ． ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 効 果  

①  更 新 需 要 の 平 準 化  

 予 防 保 全 に よ り 施 設 の 寿 命 が 延 び 、 本 来 で あ れ ば 老

朽 化 に よ り 更 新 を 行 わ な け れ ば な い ら な い 時 期 が 集 中

し て 訪 れ る が 、 更 新 時 期 を ず ら し て 平 準 化 で き る  

②  予 算 の 平 準 化  

更 新 時 期 を 延 ば す こ と で 、 予 算 の 平 準 化 も 可 能  

③  ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト の 縮 減  

④  説 明 責 任 （ ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ ー ） の 向 上  

３ － ２ ． 運 用 上 の 留 意 点  

①  対 象 は 全 施 設 と す る  

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 対 象 は 水 源 、 浄 水 、 配 水 、

管 路 な ど 全 て の 施 設 と す る  

②  デ ー タ ベ ー ス の 更 新  

デ ー タ ベ ー ス は 随 時 更 新 を 行 い 、 最 新 盤 と し て お く  

③  上 位 計 画 （ 地 域 水 道 ビ ジ ョ ン 、 P I な ど ） を 参 考 し

て 運 用 す る  

④  耐 震 化 や 省 エ ネ 技 術 も 積 極 的 に 採 用 す る  

⑤  水 需 要 量 が 減 少 す る こ と に よ る ダ ウ ン サ イ ジ ン グ

も 念 頭 に 置 き 計 画 す る 。         以 上  









Ⅲ－１ 

 

（１） 平成２２年に日本の総人口は1億２８０６万人を最大として、減少傾向にある。2050

年には 9000 万人を下回るとも予想されている。 

新水道ビジョンに示すように、各自治体は、安全、強靭、持続のキーワードをを加

味して地震や災害などに強い、「しなやかな水道」を目指して、方針設定と実践が急

務である。 

人口が減少傾向にあることは、給水量が徐々に減少し、税収の減少傾向を意味し、

基本的に水道事業は税収で成り立っているため、水道経営の見直しを迫られている。 

 

（ソフト面） 

① 人口減少度合いの予測・・・水需要の減少の度合いは、給水人口の減少度合い密接

に関連するため、将来の人口予測の見通しを重回帰分析、コーホート要員法（出生、

死亡、移動）などを適切に組み合わせて、初めに的確に把握することが重量である。 

 

② 技術の継承・・・団塊の世代の大量退職による、水道技術、運転管理維持管理の 

技術の継承や、ノウハウの継承を迫られている。教育体系を見直 

すなど、長年培った先人の技術を残すように工夫する。 

 

（ハード面） 

① 人口減少の把握を行い、広域化、施設統合を実施する。 

給水量に見合った、送配水系統のループ化、配水管網ブロックの見直し、浄水場の

統廃合、自治体の統合と広域化、老朽化した施設や設備の更新、耐震化（基幹とな

る管路、浄水施設、配水池） 

原水の水源を複数持ち、万一の場合のバックアップ系統を確保する。 

 

（２） ダウンサイジングを行うことを検討する。 

浄水場を統廃合することや、不要な浄水場を配水池に変更するなど、 

給水量の減少変化に応じて施設設備をダウンサイジングすることは重要である。 

また市町村合併などに伴い、従来では複数の中央運転室から監視制御していた設備

を統合して、一元管理することは有効である。 

 

省エネルギー、高効率機器の採用は重要である、 

機械品の容量を最適な容量へ見直しし、高効率型の機器を導入検討することも重要

である。 

 



（３） 

官民連携の元、PPP や PFI、コンセッション方式等を選択、採用することは、民間の技術

力を低コストで活用する上で有効である。 

ただし、民間へ運転等まで委託する場合には、水道事業としての認可が必要であるため、

コンセッション方式（施設の所有権は自治体が有したままで、維持管理や運営権を民間に

任せる）の場合には注意が必要である。 

 

／以上 
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技術部門    上下水道    部門 

専門とする事項  水処理 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－  １ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

（ 1 ）  検 討 す べ き 項 目 の ソ フ ト 面  

①  料 金 収 入 の 減 少  

人 口 減 少 に よ り 料 金 収 入 の 減 少 、 経 営 状 態 が 厳 し

く な る 。 ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト 手 法 の 導 入 、 広 域 化

に よ り 経 営 の 効 率 化 を 図 る 。  

②  技 術 継 承  

経 営 状 況 が 厳 し い 中 、 職 員 数 の 減 少 に よ る 技 術 力

の 低 下 が あ る 。 技 術 継 承 を 適 切 に 行 う 必 要 が あ る 。

O B 職 員 の 採 用 、 民 間 技 術 力 の 活 用 、 研 修 施 設 増 設

な ど が あ る 。  

③  安 全 な 水 の 供 給  

技 術 力 低 下 に よ る 安 全 な 水 の 供 給 へ の リ ス ク が 増

大 す る 。 水 源 か ら 給 水 栓 ま で の 危 害 要 因 を 抽 出 し 、

各 工 程 に お い て 継 続 的 に 監 視 制 御 し 、 安 全 な 水 の 供

給 を 図 る 水 安 全 計 画 を 策 定 す る 。  

 

（ 2 ）  検 討 す べ き 項 目 ハ ー ド 面  

①  施 設 の 老 朽 化  

施 設 の 老 朽 化 に 伴 う 漏 水 、 浸 水 等 の リ ス ク の 増 大

が あ る 。 施 設 の 延 命 化 、 更 正 、 更 新 を す る 。  

②  施 設 の 耐 震 化  

施 設 の 老 朽 化 に 伴 う 地 震 へ の リ ス ク の 増 大 が あ る 。

耐 震 化 計 画 を 作 成 す る 必 要 が あ る 。  

③  小 規 模 事 業 体 の 施 設 の 老 朽 化  

小 規 模 事 業 体 の 財 政 状 況 は 更 に 厳 し い 。 広 域 化 、
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

I C T 技 術 の 導 入 、 官 民 連 携 に よ り 財 政 状 況 を 改 善 さ

せ る 。  

 

（ 3 ）  最 も 重 要 と 考 え る 課 題 1 つ と 技 術 的 提 案  

 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 は 、 施 設 の 老 朽 化 を 改 善 す る

こ と で あ る 。  

 提 案 は 、 ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト 手 法 の 導 入 で あ る 。

持 続 可 能 な 事 業 運 営 の た め に 施 設 全 体 に わ た り 長 期 的

な 視 野 に 立 っ た 効 率 的 、 効 果 的 な 経 営 を 実 施 し 、 経 営

状 況 を よ く す る こ と が 重 要 で あ る 。  

 従 来 手 法 の 相 違 点 と し て は 、 事 後 保 全 か ら 予 防 保 全 、

各 設 備 単 位 か ら 施 設 全 体 、 作 業 員 の 経 験 に よ る 管 理 か

ら 客 観 的 な デ ー タ に 基 づ く 管 理 な ど が あ る 。  

 導 入 手 順 と し て は 、 現 状 把 握 し 、 中 長 期 的 な マ ク ロ

マ ネ ジ メ ン ト 、 現 場 で の 日 常 的 な 維 持 管 理 等 の ミ ク ロ

マ ネ ジ メ ン ト を 行 う 。 こ れ ら に よ り 、 施 設 の 重 要 度 、

優 先 順 位 を 決 め 、 更 新 等 を 実 施 し て い く 。  

 

（ 4 ）  提 案 の 効 果 と 提 案 実 行 す る 場 合 の 留 意 点  

 提 案 の 効 果 と し て は 、 「 見 え る 化 」 が 進 む 。 機 能 診

断 、 設 備 台 帳 等 の 客 観 的 な デ ー タ を 元 に 経 営 で き 、 投

資 の 平 準 化 に 役 立 つ 。  

 予 防 保 全 に よ り 、 水 道 施 設 全 体 の ラ イ フ サ イ ク ル コ

ス ト が 減 少 す る 。  

 根 拠 の あ る 財 源 を 元 に 計 画 す る た め 確 実 に 計 画 が 進
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

む 。  

 客 観 的 デ ー タ 、 P I 等 は 、 住 民 へ の 説 明 に 活 用 で き 、

住 民 の 理 解 を 求 め や す く な る 。  

 留 意 点 と し て は 、 中 小 規 模 事 業 体 で は ア セ ッ ト マ ネ

ジ メ ン ト 策 定 が 進 ま な い 事 が 考 え ら れ る 。  

 対 応 と し て は 、 人 、 モ ノ 、 資 金 を 再 構 築 す る た め 、

広 域 化 等 を 行 い 、 時 間 、 経 済 的 な 余 裕 を 作 り 出 す 。  

 厚 生 労 働 省 の ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト 簡 易 作 成 ツ ー ル

を 活 用 す る 。  

 大 規 模 事 業 体 か ら の 応 援 を も ら う 。  

 ま た 、 他 の 留 意 点 と し て は 、 P D C A サ イ ク ル に よ る

計 画 の 評 価 ・ 見 直 し を 行 う 。 使 用 す る デ ー タ も 最 新 の

デ ー タ に 更 新 す る 。  
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～10-2 下水道～ 
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技術部門    上下水道部門 

専門とする事項     下水渠 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－１   

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

① 管 路 施 設 の 減 災 計 画  

 管 路 施 設 の 減 災 計 画 日 に つ い て は 、 二 次 災 害 の 防 止

や 応 急 復 旧 を 可 能 に す る こ と で あ る 。 ま た 、 ネ ッ ト ワ

ー ク 化 も 有 効 で あ る が 、 大 口 径 の 幹 線 管 路 に つ い て だ

け で な く 、 上 流 部 の 管 路 に つ い て も ネ ッ ト ワ ー ク 化 し

て お く こ と で 、 流 下 機 能 を 確 保 で き る 。  

 

② 処 理 場 ・ ポ ン プ 場 の 減 災 計 画  

 処 理 場 ・ ポ ン プ 場 の 減 災 計 画 に つ い て は 、 二 次 災 害

を 防 止 す る こ と や 他 の 施 設 へ の 影 響 を 抑 え る こ と に あ

る 。  

 具 体 的 に は 、 処 理 場 の 機 能 が 停 止 し た 場 合 で 、 放 流

先 の 下 流 に 上 水 道 の 取 水 口 が 存 在 す る 場 合 に お い て は 、

緊 急 連 絡 体 制 な ど の 連 携 体 制 の 構 築 が 重 要 で あ る 。  

 ま た 、 特 に 耐 津 波 対 策 に お い て は 、 津 波 に よ り 燃 料

タ ン ク や 薬 品 庫 な ど の 流 出 に よ り 、 そ れ ら の 流 出 が 考

え ら れ る た め 、 対 策 が 必 要 で あ る 。  

 

③ ト イ レ 使 用 に 関 す る 減 災 計 画  

 ト イ レ 使 用 に 関 す る 減 災 計 画 に つ い て は 、

マ ン ホ ー ル ト イ レ が 有 効 で あ る 。 ま た 、 下 水

道 の 流 下 機 能 が 不 全 と な っ た 場 合 の こ と を 考

慮 し て 、 下 水 道 以 外 の 対 策 と し て 浄 化 槽 の 設

置 も 有 効 な 方 法 で あ る 。  





平成 27 年度 技術士二次試験 記述式原稿用紙（１枚論文） 
氏名   部門 上下水道 

問題番号  Ⅱ－１－２ 選択科目 下水道 

答案使用枚数   1 枚目   １ 枚中 専門とする事項 下水処理 

 

 1

 下 水 道 事 業 の 整 備 は 昭 和 4 0 年 代 以 降 、 集 中 的 に 整 備  

が 進 め ら れ 、 管 渠 で は 約 4 6 万 k m も の 膨 大 な 施 設 が 整  

備 さ れ て い る 。 近 年 、 こ れ ら の 施 設 の 老 朽 化 や 下 水 道  

事 業 に 特 有 な 硫 化 水 素 腐 食 に 起 因 す る 道 路 陥 没 が 、 年  

間 約 4 0 0 0 ～ 5 0 0 0 件 発 生 し て お り 、 下 水 道 機 能 や 道 路 交  

通 に も 大 き な 支 障 が 生 じ る こ と か ら 、 未 然 に 対 策 を 行  

う 必 要 が あ る 。  

 近 年 で は 、 事 故 等 の 発 生 を 未 然 防 止 す る 観 点 か ら 、  

予 防 保 全 の 考 え 方 が 広 ま っ て お り 、 管 渠 の 状 態 を 把 握  

し 、 管 渠 施 設 の 重 要 度 、 管 渠 破 損 の 発 生 確 率 や 、 破 損  

時 の 影 響 の 大 き さ 等 か ら リ ス ク 管 理 を 行 い 、 優 先 度 を  

付 け て 順 次 対 策 を 実 施 す る こ と と し て い る 。 こ の よ う  

な 中 で 、 通 常 の 点 検 や 清 掃 、 修 繕 工 事 等 の 実 施 に あ わ  

せ て 、 膨 大 な 下 水 道 管 渠 施 設 の 状 態 を 効 率 的 か つ 効 果  

的 に 調 査 す る 技 術 と し て ス ク リ ー ニ ン グ 技 術 が 開 発 さ  

れ て い る 。  

 ス ク リ ー ニ ン グ 実 施 に あ た っ て の 留 意 点 と し て 、 簡  

易 的 な 調 査 で あ る こ と か ら 、 実 際 の 管 渠 修 繕 等 の 対 策  

決 定 を 行 う 際 に は 詳 細 な 調 査 を 必 要 と す る 場 合 が あ る  

こ と 。 ま た 、 調 査 箇 所 の 絞 込 み の 際 に は 、 破 損 や 硫 化  

水 素 腐 食 が 発 生 し た 箇 所 の 近 傍 や 同 時 期 に 施 工 し た 範  

囲 を 集 中 的 に 調 査 す る こ と で 、 効 果 的 に 業 務 を 行 う こ  

と が 出 来 る 。  
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氏名   部門 上下水道 

問題番号  Ⅱ－１－２ 選択科目 下水道 

答案使用枚数   2 枚目   １ 枚中 専門とする事項 下水処理 

 

 2
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技術部門    上下水道部門 

専門とする事項     下水渠 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－３   

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

 下 水 道 処 理 水 の 再 利 用 の た め の 処 理 方 法 と し て 、 活

性 炭 吸 着 法 、 オ ゾ ン 酸 化 法 、 凝 集 沈 殿 法 が な ど あ り 、

以 下 に そ れ に つ い て 説 明 を す る 。  

① 活 性 炭 吸 着 法  

 ヤ シ ガ ラ や 木 炭 な ど を 原 料 と し た 、 微 細 孔 を 持 つ 構

造 で あ り 、 重 量 当 た り の 表 面 積 が 大 き い 。 そ の 微 細 孔

に よ り 有 機 物 な ど を 吸 着 し て 、 処 理 を 行 う も の で あ る 。

処 理 の 効 果 と し て 、 色 度 の 除 去 に 優 れ て い る た め 、 修

景 用 水 と し て 再 利 用 が 可 能 で あ る 。  

 

② オ ゾ ン 酸 化 法  

 オ ゾ ン の 強 力 な 酸 化 力 に よ り 、 微 生 物 の 細 胞 膜 や タ

ン パ ク 質 を 不 活 化 さ せ る こ と に よ り 、 微 生 物 や 有 機 物

の 除 去 や 、 脱 臭 や 脱 色 の 効 果 も あ る た め 、 修 景 用 水 や

親 水 用 水 と し て 使 用 可 能 で あ る 。 し か し 、 残 留 性 が な

い た め 、 そ の 効 果 を 要 求 す る 場 合 は 、 塩 素 消 毒 な ど の

処 理 の 併 用 が 必 要 で あ る 。  

 

③ 凝 集 沈 殿 法  

 処 理 水 中 に 凝 集 剤 を 添 加 す る こ と に よ り 、 有 機 物 が

フ ロ ッ ク を 形 成 し 、 そ れ を 固 液 分 離 す る こ と に よ り 清

澄 水 を 得 る こ と が で き る 。 色 度 除 去 に 優 れ て い る た め 、

修 景 用 水 と し て 利 用 可 能 で あ る 。  

 ま た 、 リ ン の 除 去 に も 有 効 で あ る 。  



平成 27 年度 技術士二次試験 記述式原稿用紙（１枚論文） 
氏名   部門 上下水道部門 

問題番号  Ⅱ－１－３ 選択科目 下水道 

答案使用枚数   1 枚目   １ 枚中 専門とする事項 下水処理 

 

 1

下 水 処 理 水 の 再 利 用 の た め 、 活 性 汚 泥 法 等 の 下 水 処

理 プ ロ セ ス の 後 段 に 付 加 す る 処 理 技 術 と し て 以 下 の よ

う な も の が あ る 。  

１ ．  急 速 ろ 過 を 併 用 す る 方 法  

 活 性 汚 泥 法 等 の 後 段 に 砂 ろ 過 な ど の 急 速 ろ 過 工 程 を

追 加 し て 、 浮 遊 物 （ Ｓ Ｓ 分 ） を 除 去 す る 方 法 。 Ｓ Ｓ に

含 ま れ る 、 Ｂ Ｏ Ｄ ， 窒 素 、 り ん を 低 減 す る こ と が で き

る 。 ま た 、 り ん の 安 定 除 去 を 目 的 と し て の 採 用 も あ る 。  

 処 理 水 は 下 水 処 理 場 内 で の 雑 用 水 用 途 に 用 い ら れ る

こ と が 多 い 。  

２ ．  有 機 物 を 添 加 し て 処 理 す る 方 法  

 活 性 汚 泥 法 等 の 反 応 タ ン ク 後 段 に ２ つ の 反 応 タ ン ク

を 付 加 す る 。 前 段 は 無 酸 素 状 態 で 有 機 物 を 添 加 す る こ

と で 、 脱 窒 細 菌 に よ る 脱 窒 素 を 行 う 。 後 段 は 好 気 状 態

と し 、 残 留 し た 有 機 物 の 酸 化 と 溶 存 酸 素 の 回 復 を 行 う 。 

 処 理 水 は 閉 鎖 性 水 域 放 流 に お け る 窒 素 対 策 や 、 修 景

用 水 へ の 藻 類 発 生 抑 制 対 策 と な る 。  

３ ．  凝 集 剤 を 添 加 し て 処 理 す る 方 法  

 活 性 汚 泥 法 等 の 反 応 タ ン ク の 最 後 段 に お い て 、 Ｐ Ａ

Ｃ や 硫 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 等 の 凝 集 剤 を 添 加 し 、 り ん と ３

価 金 属 イ オ ン の 不 溶 性 塩 を 生 成 し 、 り ん を 除 去 す る 。  

 処 理 水 は 閉 鎖 性 水 域 放 流 に お け る り ん 対 策 や 、 修 景

用 水 へ の 藻 類 発 生 抑 制 対 策 と な る  

 

 



 

 

 









 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

  

 

( 1 )

 

 

 

 

 

 

( 2 )

 

 

 

( 1 )  

 

( 2 )

 

- 2 - 1  2 1  



 

 

 

  

  

 

( 3 )  

3

 

 

 

 

( 4 )  

 

 

 

( 1 )  

S P R I T 2 1

 

( 2 )  

 

2 2  - 2 - 1  







選択科目     下水道 

平成２７年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    上下水道部門 

専門とする事項     下水渠 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－１   

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

（ １ ） 事 前 に 把 握 す る 必 要 が あ る 事 項  

 事 前 に 把 握 す る 事 項 と し て 、 未 処 理 下 水 等 の 流 出 の

実 態 や 下 水 道 シ ス テ ム の 処 理 や 放 流 の 状 況 に つ い て 把

握 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 そ れ ら を 把 握 す る 為 に モ ニ

タ リ ン グ を 行 う こ と が 有 効 で あ る 。  

（ ２ ） 計 画 を 策 定 す る た め の 手 順  

① 改 善 目 標 の 設 定  

 長 期 の 改 善 目 標 と し て 、 汚 濁 負 荷 量 を 極 力 削 減 す る

こ と が 求 め ら れ る 。  

 当 面 の 目 標 と し て 、 以 下 の ３ つ が あ る 。  

１ ） 汚 濁 負 荷 量 の 削 減  

 放 流 策 の 汚 濁 負 荷 量 を 分 流 並 み に す る 。  

２ ） き ょ う 雑 物 の 削 減  

 吐 口 か ら 流 出 す る き ょ う 雑 物 を 削 減 す る  

３ ） 公 衆 衛 生 の 確 保  

 吐 口 か ら の 放 流 回 数 を 半 減 さ せ る  

以 上 に つ い て の 目 標 値 を 設 定 す る 。  

② 合 流 式 下 水 道 の 改 善 計 画 の 策 定  

 対 策 案 の 抽 出  

 対 策 案 の 評 価 、 設 定  

 対 策 案 の 評 価 、 設 定 に つ い て は 、 流 出 解 析 モ デ ル に

よ る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン が 有 効 で あ る 。  

 改 善 計 画 の 策 定  

③ 合 流 式 下 水 道 の 改 善 計 画 の 実 行  

 合 流 式 下 水 道 の 改 善 計 画 を 実 行  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

④ 改 善 目 標 の 達 成 状 況 を 確 認  

 計 画 を 実 行 後 の 目 標 の 達 成 状 況 を 確 認 す る 。  

 こ こ で は 、 モ ニ タ リ ン グ に よ り 施 設 の 機 能 の チ ェ ッ

ク を 行 う 。  

⑤ 対 策 の 評 価 、 見 直 し  

（ ３ ） 留 意 す べ き 技 術 的 事 項  

 恒 久 的 な モ ニ タ リ ン グ を 行 い 、 そ の 結 果 を 公 表 す る

こ と に よ り 住 民 へ の ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の 向 上 を 図 る 。  

 対 策 後 に お い て も 、 放 流 が ゼ ロ に は な ら な い た め 、

モ ニ タ リ ン グ を 行 う と 共 に 、 そ の 結 果 を 注 意 喚 起 と し

て 公 表 す る 。  

 ハ ー ド 対 策 と と も に 、 下 水 道 へ ゴ ミ や 油 な ど を 流 さ

な い よ う に す る た め の ソ フ ト 対 策 も 有 効 で あ る 。  

 対 策 の 立 案 や 評 価 に は シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 活 用 す る

こ と が 有 効 で あ る 。  
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合 流 式 下 水 道 は 汚 水 と 雨 水 の 対 策 を 同 時 に 進 め ら れ

る 利 点 か ら 、 比 較 的 規 模 の 大 き な 都 市 に お い て 早 期 か

ら 整 備 が 進 め ら れ て き た 。 し か し 、 近 年 で は 未 処 理 放

流 水 が 公 共 用 水 域 に 与 え る 影 響 が 問 題 視 さ れ て お り 、

早 期 の 合 流 改 善 対 策 の 実 施 が 必 要 と な っ て い る 。  

１ ． 事 前 に 把 握 す る 必 要 が あ る 事 項  

（ １ ） 放 流 先 水 域 に お け る 課 題 や 問 題 点 な ど 。  

（ ２ ） 合 流 改 善 対 策 実 施 に あ た り 、 適 用 可 能 な 技 術 や  

   放 流 先 の 特 性 な ど を 把 握 。  

（ ３ ） 合 流 改 善 計 画 事 業 実 施 に あ た り 投 入 可 能 な 人 員  

   や 予 算 な ど 。  

（ ４ ） 流 域 別 下 水 道 整 備 総 合 計 画 等 の 関 連 計 画 や 施 策 、 

   関 係 法 令 な ど を 把 握 。  

（ ５ ） 放 流 先 水 域 等 の 周 辺 や 自 然 環 境 へ の 影 響 な ど 。  

（ ６ ） 同 種 事 業 の 先 行 実 施 事 例 を 調 査 、 分 析 す る 。  

２ ． 計 画 を 策 定 す る た め の 手 順  

（ １ ） 事 前 準 備 ： 事 業 ス ケ ジ ュ ー ル 、 実 施 体 制 、 目 標  

   設 定 や 適 用 可 能 技 術 の 資 料 収 集 、 基 礎 事 項 の 資  

   料 収 集 、 関 係 機 関 と の 協 議 等 。  

（ ２ ） 目 標 設 定 ： 合 流 改 善 事 業 実 施 に よ る 効 果 と 、 そ  

   れ を 定 量 的 に 定 め た 目 標 を 設 定 す る 。 例 え ば 、  

   放 流 回 数 や 、 雨 水 の 影 響 が 大 き い 時 の Ｂ Ｏ Ｄ 値  

   な ど 。  

（ ３ ） 各 種 検 討 、 調 査 ： 基 礎 事 項 や 適 用 可 能 技 術 の 資  

   料 検 討 、 放 流 先 等 の 現 地 調 査 、 事 業 の 対 コ ス ト  
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   効 果 、 事 業 の 継 続 性 、 事 業 の 実 現 可 能 性 等 を 検  

   討 す る 。  

（ ４ ） 合 流 改 善 計 画 策 定 及 び 対 策 実 施 ： 合 流 改 善 計 画  

   を 策 定 し 、 計 画 に 沿 っ て 順 次 対 策 を 行 う 。  

（ ５ ） 評 価 と 見 直 し ： 合 流 改 善 対 策 の 実 施 効 果 と 目 標  

   の 達 成 状 況 を 確 認 し 、 よ り 良 い 事 業 進 捗 が 図 れ  

   る よ う 、 計 画 と 目 標 の 修 正 を 行 う 。  

３ ． 業 務 を 進 め る 際 に 留 意 す べ き 技 術 的 事 項   

（ １ ） 合 流 改 善 対 策 の 内 容 は 、 長 期 的 な 改 善 目 標 を 踏

ま え て 、 当 面 の 改 善 目 標 を ① 公 衆 衛 生 上 の 安 全 確

保 、 ② 汚 濁 負 荷 の 削 減 、 ③ 夾 雑 物 の 削 減 の 観 点 を

も っ て 決 定 す る 。  

（ ２ ） 対 策 は 選 択 と 集 中 の 観 点 か ら 、 流 出 シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン な ど を 用 い て 、 早 期 に 効 果 発 現 す る 効 果 の

高 い 対 策 を 優 先 的 に 計 画 に 位 置 づ け る 。  

（ ３ ） 対 策 実 施 中 、 実 施 後 の 効 果 を モ ニ タ リ ン グ 等 に

よ り 継 続 的 に 確 認 し 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル で よ り 良

い 事 業 が 進 め ら れ る よ う 合 流 改 善 計 画 の 修 正 を 行

う 。  

（ ４ ） 対 策 の 効 果 発 現 を 住 民 等 へ 効 果 的 に ア ピ ー ル 等

を す る こ と も 重 要 で あ る 。  
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１ ． は じ め に  

 全 国 に 下 水 処 理 場 は 約 2 2 0 0 箇 所 あ る 。 大 都 市 で は 、

下 水 道 事 業 の 着 手 は 、 昭 和 の 初 期 前 後 と な る た め 、 改

築 ・ 更 新 を む か え る 処 理 場 が 出 て く る 。 ま た 、 大 都 市

で は 複 数 の 下 水 道 処 理 場 が 存 在 す る 。 今 後 、 全 面 的 に

改 築 ・ 更 新 を む か え る 下 水 道 処 理 場 が 増 え る と 想 定 さ

れ る 。 下 水 道 処 理 場 の 全 面 的 な 改 築 ・ 改 修 を 実 施 す る

に あ た り 、 改 築 ・ 更 新 計 画 の 策 定 を 以 下 に 述 べ る 。  

２ ． 技 術 的 課 題  

 下 水 道 処 理 場 の 全 面 的 な 改 築 計 画 を 策 定 す る に あ た

っ て の 考 慮 す べ き 課 題 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

① 供 用 中 の 汚 水 処 理  ② 水 処 理 施 設 の 構 造 （ 各 水 槽 の

レ イ ア ウ ト ）  ③ 汚 泥 処 理 施 設 の 復 旧 ス ペ ー ス が あ る

か 。  ④ 掘 削 に 対 す る 土 質 的 な 対 応  ⑤ 周 辺 住 宅 へ の

影 響  ⑥ 振 動 ・ 騒 音  ⑦ 狭 小 な 敷 地 に 施 工 が 可 能 な 設

計 計 画 。   

以 上 が 、 全 面 的 な 改 築 計 画 を 策 定 す る に あ た り 、 考 慮

す べ き 課 題 で あ る 。  

３ ． 具 体 的 解 決 策  

 上 記 に 述 べ た 課 題 の う ち 、 私 が 最 も 重 要 と 考 え る 課

題 は 、 ① 供 用 中 の 汚 水 処 理 と ④ 掘 削 に 対 す る 土 質 的 な

対 応 で あ る 。  

ａ 、 ① 供 用 中 の 汚 水 の 流 入 を 止 め な い と 、 下 水 処 理 場

の 全 面 的 な 改 築 工 事 が で き な い と 判 断 し た 。 そ こ で 私

は 、 一 次 的 に 汚 水 を 他 の 処 理 場 へ 圧 送 す る 必 要 が あ る
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と 考 え た 。 下 水 処 理 場 を 汚 水 連 絡 管 で つ な ぐ こ と は 事

業 継 続 の 観 点 か ら み て も 非 常 に 有 効 で あ る と 私 は 考 え

る 。  

全 面 的 に 改 築 ・ 更 新 を 行 う 処 理 場 の 汚 水 量 は 、 １ 箇 所

の 処 理 場 で ま か な え な い 可 能 性 が あ る た め 、 複 数 の 処

理 場 に 汚 水 連 絡 管 を 接 続 し て 、 汚 水 を 分 散 さ せ る 。  

こ れ に よ り 、 改 築 す る 汚 水 処 理 場 は 、 汚 水 の 流 入 を 止

め る こ と が で き る 。  

ｂ 、 ④ 掘 削 時 の 土 質 的 な 対 応 に つ い て 、 述 べ る 。  

全 面 的 に 改 築 す る 処 理 場 は 、 周 辺 の 宅 地 化 が 進 ん だ 狭

小 な 敷 地 で あ る た め 、 水 槽 の 平 面 的 な 形 状 は 施 工 時 の

作 業 ス ペ ー ス 等 を 確 保 す る と 現 況 の 形 状 よ り 大 き く す

る こ と は で き な い と 想 定 す る 。   

そ し て 、 平 面 的 に 各 水 槽 の レ イ ア ウ ト が 出 来 な い 可 能

性 が あ る た め 、 処 理 場 の 構 造 は ２ 階 層 に な る と 想 定 し

た 。 す る と 掘 削 す る 深 度 は 現 況 の 底 版 位 置 よ り 深 く な

る 。 処 理 場 の 周 辺 は 、 住 宅 が 密 集 し て い る た め 、 掘 削

す る 深 度 が 深 く な る ほ ど 周 辺 住 宅 へ の 影 響 を お よ ぼ す

可 能 性 は 高 く な る 。 そ こ で 私 は 、 既 設 の 側 壁 を 存 置 す

る こ と に よ り 掘 削 に 対 す る 周 辺 ヘ の 影 響 を 少 な く す る

こ と が で き る と 考 え た 。 ま た 、 既 設 の 側 壁 を 残 す こ と

で 躯 体 の 取 壊 し 量 が 少 な く な る た め 、 工 期 を 短 縮 す る

こ と が で き る 。  

４ ． 解 決 策 を 実 施 す る に あ た っ て の 留 意 事 項  

ａ 、 複 数 の 下 水 処 理 場 を 汚 水 連 絡 管 で つ な ぐ こ と は 、  
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か な り の 費 用 が 必 要 と な る 。 し か し 、 地 震 時 お よ び 緊

急 時 に 汚 水 連 絡 管 を 利 用 で き る こ と は 費 用 対 効 果 が 大

き い 。 事 業 継 続 の 上 で も 効 果 が 高 い と 私 は 考 え る 。  

ｂ 、 既 設 の 側 壁 を 残 す こ と に よ り 周 辺 へ の 影 響 は 少 な

く す る こ と が で き る が 、 狭 小 な 敷 地 で あ る た め 土 留 等

を 施 工 す る 作 業 ヤ ー ド を 確 保 で き な い 可 能 性 が あ る 。  

そ の 場 合 は 、 既 設 処 理 場 の 上 に 架 台 を 設 置 す れ ば 施 工

が 可 能 と 考 え る 。  

５ ． お わ り に  

 今 後 、 下 水 処 理 場 の 改 築 ・ 更 新 が 増 え て く る 。  

特 に 大 都 市 で は 狭 小 な 敷 地 で の 改 築 ・ 更 新 に な る と 想

定 さ れ る 。 そ う し た 観 点 か ら も 汚 水 連 絡 管 は 非 常 に 有

効 で あ る と 考 え る 。  

                     以 上  
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 下 水 道 施 設 は 昭 和 4 0 年 代 以 降 、 集 中 的 に 整 備 が 進 め  

ら れ て き て お り 、 処 理 場 で は 約 2 2 0 0 箇 所 の 整 備 が さ れ  

て い る 。 そ の う ち 半 数 超 の 約 1 3 0 0 箇 所 で は 設 備 の 標 準  

耐 用 年 数 で あ る 1 5 年 を 超 え て 使 用 さ れ て お り 、 今 後 効  

果 的 か つ 効 率 的 な 改 築 更 新 の 実 施 が 重 要 に な っ て く る 。 

１ ． 考 慮 す べ き 技 術 的 課 題  

（ １ ） 全 面 的 改 築 で あ る こ と か ら 、 施 設 切 替 え に 当 た  

  っ て は 維 持 管 理 担 当 と の 綿 密 な 工 程 等 調 整 が 必 要 。 

（ ２ ） 新 た な 用 地 確 保 が 出 来 な い こ と か ら 、 既 存 施 設  

  を 部 分 的 に 停 止 → 取 壊 し → 改 築 更 新 → 切 替 え → 稼  

  動 と い う 工 程 を 繰 返 す こ と が 必 要 に な る 。  

（ ３ ） 住 宅 地 に 隣 接 し た 立 地 条 件 で あ る こ と か ら 、 周  

  辺 住 民 へ の 交 通 、 安 全 面 等 へ の 対 策 が 必 要 。  

（ ４ ） 長 寿 命 化 計 画 等 の 関 係 計 画 と 整 合 を 図 り 、 改 築  

  更 新 業 務 を 進 め る 業 務 体 制 や 予 算 等 の 調 整 等 を 行  

  な う 必 要 が あ る 。  

２ ． 私 が 特 に 重 要 と 思 う 課 題 と 解 決 策  

（ １ ） 私 が 特 に 重 要 と 考 え る 課 題  

  ① 全 面 的 改 築 更 新 に あ た っ て の 工 程 等 の 調 整  

  ② 周 辺 住 民 へ の 交 通 、 安 全 面 等 へ の 対 策  

（ ２ ） 具 体 的 解 決 策 の 提 案  

  ① 全 面 的 改 築 更 新 に あ た っ て の 工 程 等 の 調 整  

   新 た な 用 地 確 保 が 出 来 な い 中 で の 、 稼 動 施 設 の  

  全 面 的 な 改 築 更 新 と い う こ と か ら 、 稼 動 施 設 を 部  

  分 的 に 停 止 し 改 築 更 新 を 実 施 し て い く こ と に な る 。 
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  こ れ は 、 維 持 管 理 担 当 、 工 事 担 当 両 者 に と っ て 時  

  間 的 、 ス ペ ー ス 的 な 制 約 が 課 せ ら れ る こ と か ら 、  

  今 回 事 業 に お け る 最 重 要 課 題 と し て 考 え 、 工 程 等  

  の 調 整 を 実 施 す る こ と が 必 要 で あ る 。  

   具 体 的 に は 計 画 段 階 及 び 工 事 開 始 後 も 密 に 維 持  

  管 理 担 当 と の 連 絡 や 関 係 情 報 を 提 供 し 、 協 力 を 得  

  て 事 業 を 進 捗 さ せ る 。 ま た 、 時 間 等 の 制 約 が あ る  

  中 で 、 新 技 術 等 の 採 用 に よ り 問 題 が 解 決 で き る か  

  ど う か に つ い て も 検 討 す る 。 さ ら に 、 複 数 処 理 場  

  を 有 す る 都 市 で あ る こ と か ら 、 ネ ッ ト ワ ー ク 化 を  

  図 る こ と で 、 改 築 更 新 時 の 切 廻 し 等 に 対 応 可 能 か  

  ど う か も 検 討 す る 。  

  ② 周 辺 住 民 へ の 交 通 、 安 全 面 等 へ の 対 策  

   住 宅 地 に 隣 接 す る 地 域 で 工 事 等 を 実 施 し 、 周 辺  

  住 民 等 の 交 通 、 安 全 面 等 へ の 配 慮 を 行 う こ と で 、  

円 滑 に 工 事 を 進 め る こ と が 出 来 る と と も に 、 今 後   

の 下 水 道 事 業 へ の 理 解 と 協 力 を 得 る こ と も 期 待 で  

き る た め 、 極 め て 重 要 な 課 題 で あ る 。  

 具 体 的 に は 、 改 築 更 新 計 画 の 段 階 か ら 住 民 に 影  

響 の 出 そ う な 内 容 を 情 報 提 供 し 、 意 見 を 計 画 に 反  

映 さ せ る と い う Ｐ Ｉ 手 法 や 連 絡 協 議 会 の 開 催 を 行

う 。  

３ ． 解 決 策 を 実 施 す る に 当 た っ て の 留 意 事 項  

（ １ ） 全 面 的 改 築 更 新 に あ た っ て の 工 程 等 の 調 整  

  ① 耐 震 対 策 等 別 メ ニ ュ ー の 事 業 の 進 捗 状 況 と の 整  
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   合 を 図 り 、 手 戻 り の 無 い よ う に 事 業 を 進 め る 。  

  ② 改 築 更 新 計 画 策 定 に あ た っ て は 、 新 技 術 や 省 エ  

   ネ に 資 す る 技 術 、 施 設 の サ イ ズ ダ ウ ン 等 が 可 能  

   か ど う か も 検 討 す る 。  

  ③ 段 階 的 な 既 存 施 設 の 切 替 え 作 業 に お い て は 、 前  

   工 程 の 遅 延 が 出 た 場 合 の 影 響 等 に つ い て も 、 計  

   画 に お い て 検 討 し て お く 。  

（ ２ ） 周 辺 住 民 へ の 交 通 、 安 全 面 等 へ の 対 策  

① 事 業 に お け る 住 民 等 へ の 影 響 等 の 情 報 提 供 を す

る と と も に 、 改 築 更 新 事 業 の 必 要 性 や 必 要 予 算

に つ い て も 情 報 提 供 を 行 い 、 理 解 と 協 力 を 得 て

業 務 を 進 め る 。  

② 交 通 等 へ の 影 響 に つ い て は 、 通 勤 ・ 通 学 時 間 に

お け る 状 況 を 調 査 し 、 工 事 車 両 等 の 制 限 を 行 う

な ど に よ り 配 慮 す る 。  

③ 工 事 に 対 す る 苦 情 等 の 窓 口 を 伝 え 、 迅 速 に 対 応  

を 行 う 体 制 を 整 え る  
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選択科目     下水道 
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技術部門    上下水道部門 

専門とする事項     下水渠 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－  ２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

（ １ ） 施 設 管 理 最 適 化 の 実 現 に 向 け た 課 題  

① 施 設 の 維 持 管 理 費 が 事 業 経 営 を 圧 迫  

 下 水 道 の 普 及 に 伴 い 増 大 し て き た 施 設 が 老 朽 化 を 向

か え る と と も に 、 財 政 難 に よ る 人 員 削 減 が 伴 っ て 下 水

道 施 設 の 維 持 管 理 が 長 期 的 視 点 が な く 事 後 保 全 型 の 管

理 で 行 わ れ て い る 。 そ の た め 、 コ ス ト 高 な 維 持 管 理 と

な り 事 業 経 営 を 圧 迫 し て い る 。  

② 下 水 道 施 設 の 非 効 率 な 運 転 が 事 業 経 営 を 圧 迫  

 今 後 の 人 口 減 少 と 節 水 意 識 の 高 ま り に よ り 下 水 の 処

理 水 量 が 減 少 す る 。 特 に 、 小 規 模 な 下 水 道 処 理 場 で は 、

下 水 の 処 理 に 対 す る エ ネ ル ギ ー 消 費 量 が 高 く な り 、 電

力 量 や 燃 料 費 が 事 業 経 営 を 圧 迫 す る 。  

③ 行 政 の 資 金 力 の 限 界  

 今 後 の 人 口 減 少 に よ り 下 水 道 料 金 収 入 の 減 少 に よ る

財 政 難 、 ま た 、 人 員 削 減 に よ る 技 術 力 の 低 下 が 考 え ら

れ る 。 こ れ に よ り 、 行 政 の 資 金 力 や 技 術 力 の み で は 、

今 後 の 事 業 経 営 を 続 け る こ と が 困 難 な 状 況 と な っ て い

る 。  

 

（ ２ ） 特 に 重 要 な 課 題 と 技 術 的 提 案  

 私 が 特 に 重 要 だ と 考 え る 課 題 と し て 前 記 の ① と ② に

つ い て 、 技 術 的 な 提 案 を 以 下 に 示 す 。  

① 長 期 的 視 点 で 予 防 保 全 型 管 理 の 維 持 管 理  

 従 来 の 故 障 や 不 具 合 が 起 き て か ら の 個 別 施 設 を 対 象

と し た 事 後 保 全 型 の 管 理 で は な く 、 下 水 道 シ ス テ ム 全
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

体 を 一 体 的 に 捉 え て 、 長 期 的 視 点 で 予 防 保 全 型 の 管 理

を 行 う こ と が 必 要 で あ る と 考 え る 。 そ の た め に は 、 ス

ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト の 導 入 が 有 効 で あ る と 考 え る 。  

② 共 同 化 、 広 域 化 に よ り 効 率 的 な 施 設 管 理  

 下 水 処 理 水 量 の 減 少 に よ り 、 下 水 処 理 場 の エ ネ ル ギ

ー 消 費 原 単 位 が 高 く な る と 考 え ら れ る た め 、 周 辺 処 理

場 に よ る 処 理 の 共 同 化 や 処 理 区 域 の 統 廃 合 も 含 め た 広

域 化 に よ り ス ケ ー ル メ リ ッ ト を 働 か せ る こ と が 有 効 で

あ る と 考 え る 。  

 

（ ３ ） 技 術 的 提 案 の 効 果 や メ リ ッ ト 、 リ ス ク や デ メ リ

ッ ト  

① ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト の 導 入  

１ ） 効 果 や メ リ ッ ト  

 施 設 管 理 に ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト を 導 入 す る こ と に

よ り 、 長 期 的 視 点 に 立 っ た 予 防 保 全 型 の 管 理 が 可 能 と

な り 、 施 設 の 最 適 な 更 新 時 期 、 箇 所 、 費 用 を 見 極 め る

こ と が 可 能 と な り 、 健 全 な 事 業 経 営 に 寄 与 で き る と 考

え る 。 ま た 、 施 設 の 最 適 な 改 築 更 新 が 可 能 と な る こ と

か ら 、 安 定 的 な 運 転 が 可 能 と な り 、 ラ イ フ サ イ ク ル コ

ス ト の 低 減 に つ な げ る こ と が で き る と 考 え る 。 さ ら に 、

施 設 管 理 情 報 を 使 用 者 に 公 開 す る こ と に よ り ア カ ウ ン

タ ビ リ テ ィ の 向 上 が 図 れ る と 考 え る 。  

２ ） リ ス ク や デ メ リ ッ ト  

 ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト の 性 質 上 、 デ ー タ の 蓄 積 が 多
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

い ほ ど 施 設 管 理 の 精 度 が 向 上 す る 。 し か し 、 中 小 自 治

体 に お い て は 、 ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト が 浸 透 し て お ら

ず 、 維 持 管 理 の デ ー タ が 蓄 積 さ れ て い な い 。 し か し 、

点 検 調 査 に よ る 維 持 管 理 デ ー タ の 蓄 積 を 待 っ て か ら の

導 入 で は な く 、 各 事 業 主 体 が 着 手 で き る こ と 、 例 え ば 、

簡 易 な リ ス ク 評 価 に よ り 維 持 管 理 優 先 施 設 を 選 定 す る

な ど で 、 維 持 管 理 を 行 い つ つ デ ー タ を 蓄 積 し 、 今 後 の

施 設 管 理 に 対 す る 制 度 を 向 上 さ せ る こ と が 必 要 で あ る

と 考 え る 。  

② ス ケ ー ル メ リ ッ ト を 生 か し た 施 設 管 理  

１ ） 効 果 や メ リ ッ ト  

 共 同 化 や 広 域 化 に よ り 処 理 場 の ス ケ ー ル メ リ ッ ト が

働 き 、 事 業 経 営 に 占 め る 電 力 料 金 や 燃 料 費 を 低 減 す る

こ と が で き る 。 ま た 、 事 業 経 営 に 占 め る 人 件 費 や 施 設

の 維 持 管 理 費 も 削 減 で き る と 考 え る 。  

２ ） リ ス ク や デ メ リ ッ ト  

 共 同 化 や 特 に 処 理 区 域 の 統 廃 合 を 伴 う 広 域 化 に つ い

て は 、 複 数 の 事 業 主 体 が 関 係 す る 。 そ こ に は 、 事 業 運

営 に 関 す る 考 え 方 の 相 違 や 予 算 規 模 の 違 い 、 料 金 体 系

の 違 い な ど が 存 在 し 、 広 域 化 に 伴 い 、 支 障 と な る こ と

も 考 え ら れ る 。 そ れ に 対 し て は 、 事 前 の 十 分 な 協 議 に

よ り 、 合 意 形 成 や 意 思 統 一 を 図 る こ と に よ り 解 決 で き

る と 考 え る 。  
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